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日程第 ２ 休会について 

 

１．本日の会議に付した事件 

日程第 １ 一般質問 

     （４） 田 谷 文 子  議員 

     （５） 山 内 庄兵衛  議員 

     （６） 古 橋 智 樹  議員 

日程第 ２ 休会について 

────────────────────────────────────────── 

本日の一般質問通告事項一覧 

通告
順 

通 告 者 
質 問 主 題 

（質問の区分） 

(4) 田谷文子 1.副市長の基本姿勢について 

(15) 山内庄兵衛 

1.防災について（危機意識が低い長の姿勢について） 

2.小中学校の統廃合への取り組みについて 

3.原発事故による風評被害と補償について 

4.石岡斎場問題について 

(5) 古橋智樹 

1.市内企業への法人市民税・固定資産税による経済支援策について 

2.市の社会保障予算拡充の適正規模と国保算定ミスの責任について 

3.市長の市財政破たんの試算と財政計画と虚構について 

4.公益法人の利益と目的税による民間事業について 

5.神立停車場都市計画路線における用地・建物の補償概算について 

6.市長新盆見舞いの謝罪と公選法違反の認知について 

7.シルバー人材センター契約終了直後の民間事業者複数年契約について 

8.一部事務組合の管理者会議開催における決定権限について 

────────────────────────────────────────── 

開 議  午前１０時０１分 

○副議長（中根光男君） 

 おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は14名で会議の定足数に達しております。 

 よって、会議は成立いたしました。 

 本日は、議長から所用による欠席の届けが出ておりますので、私が議長の職を務めさせていた

だきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 また、５番古橋議員より、所用によりおくれるとの連絡がありましたのでご報告をいたします。 

 会議に入る前に、傍聴人に申し上げます。 

 会議において、傍聴人は議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは禁止されており

ますので、静粛に傍聴されますようお願いをいたします。 
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 一般質問に先立ち、議員各位に申し上げます。 

 一般質問は、市の一般事務についてただす場であります。 

 したがいまして、発言する議員みずからが法令等を十分勘案し、不穏当発言に特段の注意をす

る必要があります。議員各位におかれましては、十分にこれらのルールを遵守していただくこと

を求めます。 

 また、答弁者に申し上げますが、能率的な会議運営の観点から、簡明な答弁をなされるようお

願いいたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布いたしましたとおりであります。 

────────────────────────────────────────── 

日程第 １ 一般質問 

○副議長（中根光男君） 

 日程第１、前回に引き続き、一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 ４番 田谷文子君。 

［４番 田谷文子君登壇］ 

○４番（田谷文子君） 

 皆さん、おはようございます。４番田谷文子です。 

 平成23年も師走を迎え、第４回の定例会となりました。この年の瀬に当たり、さきの通告に従

い、一般質問をいたします。 

 振り返ってみますると、平成23年は当市も市議会議員選挙に明け、慌ただしいスタートであり

ました。私はその当時特定局長として、その３月まで締めくくりをする大事な時期でもありまし

た。私の現職の最後であり、最初の議会体験の最中に３.11の大惨事があり、私にとりましても、

もちろん歴史上も忘れ得ない悪夢の年になってしまいました。改めて被災者の皆様方にお悔やみ

とお見舞いを申し上げます。これから寒さに向かい、どんなにか大変なご苦労があろうかと大変

胸が痛みます。来年こそは復旧・復興の力強い第一歩を踏み出していただけるよう、祈らずには

おられません。 

 従来、郵政職員は政治の場に出ることは許されませんでした。しかし、ご承知のとおり、小泉

郵政改革によりメリット、デメリットが数多く議論がなされましたが、私が郵政職員として全国

で初めて現職のまま市議会議員に立候補させていただき、仕事をしながら当選させていただきま

したことは、私にとって大変名誉なことでありました。これは皆様方のご支援ご協力のたまもの

と、あつく御礼申し上げます。これは郵政民営化の数少ないメリットの一つであったと思います。

このことは、管理者の理解があれば、会社勤めの人でも地方の政治に参画できることを示し、多

くの働く人々に、労働組合の代表ではなくとも地域に政治的に積極的に関与できる可能性を示し

たものであります。 

 かつて農村部においては農業が主体であったから、農家の方々を代表する議員さんが多くいた

ことも当たり前といえば当たり前であり、ましてそのほかの地元商店主などの代表する方々もい

たわけであります。しかし比率から言うと、そういう産業界を代表する方々は少なくなりつつあ
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ります。それにかわって多くの住民のいる地域を代表する方々が増えつつあります。これは一言

で言えば、都市化現象の自然の成り行きと言ってよいと思います。 

 申しわけございません。若干前置きが長くなりましたが、私の言いたいのは、当かすみがうら

市においても、もはや住民、その中でも圧倒的に多くなりつつある都市型の市民に軸足を置いた

市政の推進が必要であろうということであります。そうしたことから、遅きに失したとはいえ、

神立駅をめぐる再開発は非常に重要なことであり、また非常に困難の伴う課題でありますが、か

すみがうら市はもとより、この周辺の将来を展望したときに、ぜひともなし遂げなければならな

いことであります。 

 そのためには、市長の強力なリーダーシップが必要なことはもとより、関係市やＪＲ、及び県

や国の協力も重要であります。                             

        大所高所に立って、市長と議長一体となって市民の付託にこたえていかなけれ

ばなりません。そのためには、結果としては最も早い道は土浦市との合併でありますが、すぐに

は難しいということがあれば、その再開発の進展にあわせて両市間の協力体制を整え、合併に向

けた両市民の機運を醸成していかなければならないところであります。 

 また、既に都市化が進んでいる本市はもとより、都市住民に対応できる市政を追及していく必

要があります。今、問題になっております斎場の問題もそうであります。人間は必ず死ぬもので

ありますから、すべての市民に関係することでありますが、それだからこそ、市民一人一人の考

え方、選択の余地ある対応が望まれるわけでありますし、どのような階層の方々に照準を合わせ

てやるかが非常に難しいところであります。 

 少なくとも税金たる公費を充て斎場をつくるという場合、死者の霊を弔うために、その尊厳を

傷つけない配慮のもとで、最小限の経費で対応するというのが最も重要なことであると思うわけ

であります。資力があり盛大に行いたいという場合には、最近民間の施設が整ってきておるわけ

ですので、それは市や公共の立場で考慮するには当たらない考えだと思うわけです。かいつまん

で申し上げますと、市長が常々主張しておりますとおり、できる限り節約して臨むべきと考えま

す。市長の考え方を最後まで貫くよう、強く期待するものであります。 

 次に、現在の都市型の極めて知識のある方々、そして市政に多くの関心を寄せておる方々はこ

う申しております。政治のことで一番知っているのが国の政治。次に新聞でよく読むのが県の政

治。最も身近で最も用事のあるはずの地元の政治が、今、何を抱えているのか、それに対して市

長はどう考えているのか、そしてそれに賛成している議員はだれなのか、そしてまたそれに反対

しているのは、だれがどのような理由で反対しているのかよく見えない。こういうふうに言われ

ます。 

 これからは、市や議会も偏りのないありのままの姿を市民の皆様に情報として提供し、その反

響を背に受けて、公正で公平でガラス張りの市政をしていかなければ、市政に対して市民が背を

向けてしまうことは明らかであります。市長が理想とする市民参加型の政治は遠のいてしまうで

ありましょうし、ましてや個々の議員が何をしているかなどについては一層無関心になると思い

ます。これでは民主主義などは根づいていかないし、議員の存在感などはますます小さくなり、

議員報酬など、いくら上げてほしいなどと思っても、理解を示す市民はおそらく出てこないでし

ょう。したがって、市当局も議会も、もっともっと住民の身近な存在となるよう努力の必要性を
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痛感するところであります。 

 今、思い起こしてみますると、宮嶋市長を誕生させた原動力はその宣伝力にあったと思います。

あの市民に訴えたメールや漫画本などは、非常に説得力のあるすばらしいものであったと記憶し

ております。しかしながら残念なことに、市長になってしまってからはそのような政治手法があ

まり見受けられません。既に宮嶋さんは市長候補者ではなく、かすみがうら市のトップである公

人です。いまや、これは宮嶋の考えで市長の考えではないとか、そのようなことは許されない立

場であるわけですから、市の広報紙をもって、宮嶋市長の市長としての公式的な考え方をふんだ

んに発信すべきであります。これを強く要望いたします。 

 以上は私の主張や要望でありますので、特に答弁は求めませんが、市長初め関係各位には十分

に心におとどめ置き対処されますよう、重ねてお願い申し上げます。 

 次に、質問に移ります。宮嶋市長誕生から１年あまり副市長の席が空白であったことに、市長

の激務を思えば、議員として市政に支障が生じるのではないかと心配してまいりましたが、この

10月に新たに、県職員として将来を嘱望されておる石川眞澄さんをお迎えできましたこと、まこ

とに喜びにたえないところでございます。議会も満場一致で歓迎したところでありますし、おそ

らく市民の皆様方も大変安心したところと思っております。 

 そこで、新しく副市長になられました石川副市長に、幾つかのご質問を申し上げたいと存じま

す。 

 まず第１点目は、従来の県職員の立場からさまざまな仕事に携わっている中で、県全体の中で

の当かすみがうら市の位置づけを、いろいろあったかと思いますが、そうした観点から、実際に

本市の市長に次ぐ要職である副市長に就任されてまだ２カ月程度ではありますが、かすみがうら

市の第一印象についてどのように感じておられるか、お伺いいたします。 

 次に第２点目として、副市長と言えば、ただいま申し上げましたように市長に次ぐナンバー２

でありますが、市長の最も頼りにするスタッフの先頭に立って市長を補佐する特別職としての役

割でありますが、公務員たる一般職員を、市民から付託を受けた市長の政策や方針に沿って、具

体的に市民サービスに結びつけるための、最も需要な任務を担っているものと私は理解しており

ますが、就任以来２カ月間の勉強の中で、今のかすみがうら市においてどのようなことに力点を

置いて市長を支えていこうとしておいでなのか、お伺いいたします。 

 次に第３点目として、私もことしの１月、市議会議員選挙においてただ１人の女性候補として、

女性の立場から女性の意見を市政に反映していくことをお約束申し上げ、幸いにして市民の皆様

からのご支持をいただき、今、ここにこうしているわけですけれども、こうした多くの女性の立

場を背に受けてご質問いたします。 

 私を初め、かすみがうら市の女性は皆、女性の副市長の誕生を心から喜んでいると同時に、同

じ女性として、女性のおかれた社会的、経済的、そして家庭的な立場に対して、これまでとは全

然違った理解ある行政が推進されるであろうと大きな期待を寄せているものと確信しております。

これは単に市長の補佐役としての副市長に対する期待とは違って、女性の立場から男性たる市長

に対して、一つ一つの施策の進め方について常に進言いただけるという期待であります。 

 具体的には、役所における女子職員の幹部への登用の道筋をつけること、第２には市の特別職

や公式の各種委員会の委員に一定程度の割合に任用すること、そういうことが市における女性の
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地位向上に不可欠であろうかと思いますので、こちら２点について、女性副市長としてどのよう

にお考えなのか、ご所見をお伺いいたします。 

 次に第４点目として、前の女性の登用とも関係するわけですが、役所だけでなく、市長が掲げ

る住民参画という視点から、一般市民の活動の中で、より一層女性が参画しやすい環境をどうつ

くっていくか、いわゆる男女共同参画社会の理想に向けて、従来の副市長の行政経験から、当か

すみがうら市の女性参画について、どのようなことにポイントを置いてよいとお考えになってい

るかお伺いいたすとともに、その先頭に立っていこうとする意気込みを示していただけたら幸い

に存じます。 

 これで、私の第１回の質問は終わりとさせていただきます。 

○副議長（中根光男君） 

 答弁を求めます。 

 副市長 石川眞澄君。 

［副市長 石川眞澄君登壇］ 

○副市長（石川眞澄君） 

 田谷議員の質問にお答えいたします。 

 まず１点目１番、かすみがうら市の第一印象を副市長としてどのように感じますか、につきま

してお答えいたします。 

 霞ヶ浦を抱く豊かな自然環境を持ち、農村地域と市街地がはっきりしていることなどを含め、

かすみがうら市の持つ歴史や文化などに少しずつ触れながら、新鮮な気持ちで、今、毎日を過ご

しております。また、業務につきましても、もともと私は県職員でございましたので、県と市の

業務分担が同じ法律におきましても明確であり、対県民に対する距離感が違います。直接的な市

民とのかかわりを業務とする市職員の対応は、日々の業務の中でその一つ一つが細密であると感

じております。 

 １点目２番、市長を補佐するために心がけていきたいことにつきましてお答えいたします。 

 市長を補佐するために心がけてまいりますことは、女性副市長として、男性目線だけではなく、

事案ごとに女性の視点で意見を入れながら、市長が目指します「自然と調和したまちづくり」

「健やか、安心、思いやりのまちづくり」「豊かな学びと創造のまちづくり」「活力ある産業を

育てるまちづくり」「みんなでつくる連携と協働のまちづくり」の実現に向けて、それぞれの重

要な課題の解決に向けまして、職員とともに業務を補佐してまいりたいと考えております。 

 １点目３番、女性副市長として女性の地位向上についての基本的な考え方につきましてお答え

いたします。 

 茨城県における男女の地位の平等意識は、平成21年の県民意識調査におきましては、７割の女

性が男性のほうが優遇されていると感じているようであります。また、家庭生活や家事、育児、

政治の場、社会通念、慣習やしきたり、管理職の登用などで、男性優遇を感じている割合も６割

程度と高い傾向にございます。少子高齢化と言われている中で、女性は大切な労働力であり、地

域の担い手であると感じております。また、本市では現在女性管理職がおりませんが、気概とや

る気を持つ女性職員を登用していけるよう、男性側から見れば逆差別と思われがちですが、女性

に対するポジティブアクション、積極的支援と申しますが、これが必要だと考えております。ま
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た、国におきましては、あらゆる分野における女性の参画割合を2020年度までに30％とするとい

う政策目標を立てております。特に医師や研究者など、妊娠出産後の復帰の困難などの課題や、

政治の場や農業委員など、女性の参画割合の低い分野におきまして、国はポジティブアクション

を実施していくとしています。当市におきましても、審議会等の委員の委嘱の際や農業委員会等、

改選等の時期などに、女性の参画についてご協力をいただけますよう、関係機関等に働きかけて

まいりたいと考えております。 

 １点目４番、市長は住民参画を掲げておりますが、男女共同参画の先頭に立つ意気込みについ

てお答えいたします。 

 男女共同参画社会とは、仕事や家庭、地域などのさまざまな活動をみずからの希望に沿った形

で展開でき、男女がともに夢や希望を実現して、一人一人豊かな人生を送ることができる社会で

ございます。市では平成24年度で終了する男女共同参画計画の策定に向け、現在準備を進めてい

る予定でございます。 

 内閣府が全国の市町村に毎年定例的に調査を実施し、結果を公表している統計資料に基づきま

すと、審議会等における女性委員の割合について、当市は平成22年４月時点で23.4％でございま

す。しかしながら、いつまでにどの程度までを目標にするのかにつきましては、県内32市の中で

４市が定めておりませんが、当市はそのうちの一つでございます。このことを含め、平成23年度

からの第二次茨城県男女共同参画基本計画の策定にかかわった経験も活かしながら、当市のより

よい次期計画ができますよう、携わってまいりたいと考えております。 

 私の答弁は以上でございます。ありがとうございました。 

○副議長（中根光男君） 

 ４番 田谷文子君。 

○４番（田谷文子君） 

 副市長、丁重なるご答弁、まことにありがとうございました。 

 ２回目の質問とさせていただきたいと存じます。 

 副市長が当かすみがうら市にまいりまして、宮嶋市長とお会いしましたときの第一印象はどの

ように感じられましたでしょうか。 

［笑声］ 

○副議長（中根光男君） 

 副市長 石川眞澄君。 

○副市長（石川眞澄君） 

 お答えいたします。 

 まず、当市に参りまして、１日付ですが、月曜日ですので10月３日に辞令を受けました。その

前に市長とは１度、就任する前にごあいさつということでお顔を合わせております。私の率直な、

本当に私見ではございますが、市長が語る行政改革に対する目がきらきら輝いていて、まるで子

供のように純粋な方だと感じております。ただ、それを実現するために私がどのようにかかわっ

て、どのようにやっていくのかというのが、就任してからいろいろな課題を踏まえて、一つ一つ

模索しながら検討しているというのが、現在の第一印象と感想でございます。 

○副議長（中根光男君） 
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 ４番 田谷文子君。 

○４番（田谷文子君） 

 ありがとうございました。 

 私が感じている宮嶋市長観とまことに同一のものがございまして、さきの大阪で橋下市長が誕

生しました。今、独裁者と自分から認めておられますけれども、改革をするにはやはり目がきら

きら輝いて、そしてある程度腐食したこの社会をどうにかしなきゃならない、どうなってもいい

んですか、どうしたらいいんですかって橋下市長は市民に問いかけて、それで維新の会が誕生し

たわけですよね。 

 そのように、私はこの市をどうにかしなきゃならないと思う宮嶋市長のそのひしひしとした思

いが、私には伝わってまいりますけれども、同じように女性である副市長がそのように感じてい

ただけたことに、私も大変同感したしだいでございます。そのように、宮嶋市長の本当に真正面

な、真っすぐなその気持ちを大事にしていただいて、そばにいていただけたらと念じております

ので、よろしくお願いいたします。 

 次に、女性参画のことがありまして、当市はその32市の４市になるわけですよね。それは石川

副市長のおいでのときに、ぜひその４市からかすみがうら市をどうぞ省いていただいて、33市に

加わっていただけるような方向で行っていただけたらと存じますので、よろしくお願いいたしま

す。副市長がおいでになって、私も主人から聞いておりましたので、本当によかったなと今も思

っています。ですので、これからも議員は私１人で、いろいろとご相談があろうかと思いますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

 ２回目の質問として、今度は市長にお伺いいたします。 

 五輪堂橋はまさに着工の運びとなっておめでとうございました。県土木から、かすみがうら市

の宮嶋市長のおかげで橋が着工できましたというようなことをお話を受けてきたというのを、ち

ょっと私、お伺いしましたけれども、高倉住民のたっての願いである橋を石岡市の分も負担をし

て、そして着工できたことに対して、私たちかすみがうら市としましても大変おめでたいことだ

と思っていますので、その辺の詳しいいきさつを市長からお伺いしたいなと思いますので、よろ

しくお願いします。 

［「内容が違うよ」と発言する者あり］ 

○副議長（中根光男君） 

 ４番 田谷文子君に申し上げます。 

 今の質問につきましては、通告外になりますので、質問を変えてください。 

○４番（田谷文子君） 

 通告以外でしたので、申しわけありません。 

 それでは、私の考えですけれども、市長にお伺いしたいということじゃなく要望をお話しした

いと思います。 

 斎場は、本来ならば２市の管理者が10月に発注したいというところでしたけれども、それを、

今、余裕の時間を持っているわけですね。３市の副市長さんが再度の検討をしているということ

は、当かすみがうら市長にはその先駆けとなって、その余裕の時間を持たせたということは、す

ばらしいことだったなと思っていますので、よろしくお願いします。 
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 それから、14歳未満の医療費を無料化ということですけれども、少子高齢化がいかに若いカッ

プルを誕生させたかということですよね。そうなると、私はやはり町に若いカップルを大勢誕生

させることが一番少子高齢化には寄与するんじゃないかと思っているんです。それには合コンも、

今、いろいろな町でささやかれておりますし、今、僕の理想の町ということで、東京の長谷部 

健という議員が合コンをやって、そして若いカップルたちを誕生させるような運びをしているの

で、そちらも私の希望ですけれども、市長の心にとめていただけたらと思いますので、よろしく

お願いします。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○副議長（中根光男君） 

 ４番 田谷文子君に注意申し上げます。 

 今後、通告以外の質問はなさらないように、十分ご配慮を願いたいと思います。 

 ４番 田谷文子君の一般質問を終わります。 

 続いて発言を許します。 

 15番 山内庄兵衛君。 

［１５番 山内庄兵衛君登壇］ 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 宮嶋市政が誕生して１年半を迎えました。大変、５つの公約を掲げて見事に当選をいたしまし

た。新しい感覚のやり方で来て、みんな期待を持っていましたけれども、今、田谷文子さんが言

われるように目が輝いていたというところもありましたけれども、そしてまた、いいところもあ

ります。まず防災無線を早急にやったりいろいろ、これは防災無線がちゃんとできたんですよ。

私の家にも備えつけてくれました。 

［発言する者あり］ 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 そういういろいろ宮嶋市政に対してもすばらしいものがありますけれども、往々にして、独裁

的なところが往々にあります。かつてドイツのヒトラーは独裁をしてまいりましたけれども、ヒ

トラーにもいいところもあります。教育の方針なんかはすばらしいものがあります。全体的に経

済が逼迫しているから、全部それらについて首切りをするというようなやり方、まず議会を16人

に15人まですると言ったり、職員の給与を切ったり、消防を改革、それから斎場の改革でありま

す。こういう問題は十分に住民と、そして話し合いをして進めるべきではないかなと思っており

ます。 

 独裁政治家はやがて破滅を迎えるのであります。そういうことを考えれば、宮嶋さんがおれは

４年しかやらないんだという、栗山議員からも言われて、本当に継続するのか、今回で終わりな

のか、目先の政治だけでやっているのか。我々はずっと子子孫孫までこの市でやらなければなり

ません。そういうことで、将来の展望に立ってちゃんとした市政の目標をつくってやっていかな

ければなりません。大阪の橋下市長が維新の会というのをつくってやりましたけれども、あれは

１つの都をつくるということで、大阪都をつくるという目的をちゃんとしているわけであります

けれども、宮嶋さんのやり方には少し疑問点があるのではないかなと思います。 

 まず最初に、質問の第１点目、消防のことであります。私は全部市長の答弁でお願いしたい。
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消防長は消防の本部長の命令に従っているだけでありますから、井坂消防長の答弁はいただきま

せん。 

 宮嶋市長の今回の改革で、消防ポンプ56台中29台を破棄しました。私が住む上佐谷地区1,300

ヘクタールがあります。これは旧新治村と同じくらいの面積を持っているところに、可搬ポンプ

ただ１台であります。75％は山林であります。10％はゴルフ場がありますけれども、未曾有の火

災が起きたときどうするのか。 

 昭和40年２月、旧新治村、今、土浦市の東城寺から発生した山火事は延々と250町歩にわたっ

て燃え上がりました。私はそのとき消防の分団の班長をしておりました。出動命令が出まして新

治村まで駆けつけました。今、思えば、東城時の正門の左側から３軒目の家に入ったと思います。

全部の家に山から転げ落ちてくる火が燃え移り、どこの家も危険にさらされ、雪入、そして東城

寺の部落は青くなっておりました。ポンプが結わうとにっこりとあのお母さん方がほほ笑んだ、

あの顔は忘れません。ものすごい火の勢いなんです。これもすごいものでありました。 

 私はかつて雪入山の茅場を所有していた関係上、山焼きということに経験があります。山焼き

というのは大変でありますから、火災が起きたときには、火が燃えれば上に行ったらば焼け死ん

でしまう、横に逃げなくちゃならない。迎え火、送り火、そういう周りから刈り込み、そして払

い込みというようないろいろな作業があります。そして火はとめていかなければならない。そう

いう体験者が、今、いなくなってきた。 

 新治の火災もすごい。そして昭和18年には浅間山大火災がありました。私はまだ５歳のときで

ありました。私は震えながらその火事を見ています。そういうように、60年の間にも大きな火災

が２回もこの近所で起きているわけであります。その1,300ヘクタールもある中で、消防ポンプ、

可搬がたった１台。４台あってよかったなというところで、どういう防災をしていくのか。これ

らについても火災があれば、これは想定外だということは言えないわけであります。消防は火災

が起きれば消防ポンプにかじりつくわけでありますけれども、その機械がなくなってしまった。

人数は660人いても、そのものがなくなってしまった。 

 私は分団長になったときに、団長になった日に山火事がありましたけれども、全部に手ぬぐい

を持たせました。布の手ぬぐいであります。手ぬぐいはマスクになる、そしてけがをしたときに

包帯になる。人をつなぐときにちゃんとできる。手ぬぐい１本がどんなにか人を救い、消火は大

変なことであります。そういうことを徹底し、さらには半鐘が鳴れば、山火事のときは必ず１杯

の水を飲め。これを私は教育をしてまいりました。なかなか半鐘が鳴って水は飲めないものです

けれども、こういう教育もしなければならない。山には水があって水がないんです。そういうこ

ともあります。 

 そして、今、かすみがうらにも大きく荒廃地があります。平地の山火事はどこに火が行くかわ

からないんです。燃え上がると、それが風下となって火が上がるのでありまして、これらについ

ても大変なことであります。その時にポンプがなければ、本部からはすぐポンプが行っても、

1,500リットルしかポンプそのものには入っておりません。３分と出せないわけであります。し

たがって、これらの危機管理体制について十分な意識がないのではないか。市長はどんな責任を

とっていくのか、どんな考えでこのように縮小したのかをお伺いをしたいと思います。 

 次に、学校の問題であります。 
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 学校は県、それから国の指針に基づいて、１学年２学級制にて小学校は12学級がいいという理

想論で進めてまいりますが、年々日本の人口は減っているわけであります。当市もいろいろな施

策は講じないで、人口はどんどん減っているわけであります。しかし、今度の学区編成で盛り上

がってきたのは、何と小学校５校、中学校３校の構想であります。いち早く上佐谷では集まって、

通学路の確保、そしてマイクロバスがどのように通ってもらうかを要望しようという話をしてお

ります。まだまだ通じない学区もあるそうでありますけれども、話し合いを十分にする。去年の

学区編成会議では十分に住民と話し合えず、それも全然行われずに、急きょ学区編成審議会では

方針を出してまいりました。 

 先ほども言ったように、教育は、ドイツでは１人の先生に５人の生徒、これが一番教育効果が

ある。今、ソユーズの問題、アポロの問題がありますけれども、ソユーズの学者は大半がドイツ

人なのであります。そのように教育が徹底したドイツは世界一の学者を持っているわけでありま

す。日本もドイツに次いで頭がいい国民でありながら、この学校の授業の仕方一つで荒廃してい

く恐れもあります。そういうことで、学校は単なる経済力だけで統合や廃止をすべきではない。

米百俵の問題があるとおり、米を食べるか、それを教育に充てるか。私は教育に全力を投入し、

ここのかすみがうら市の子供たちの将来の展望を図る。教育の充実こそ本当の教育優先ではない

か。宮嶋市政になって教育優先という言葉は１つも聞いたことがありません。 

 私は梁田市政からずっと35年間議員をやっていますけれども、かすみがうら市、千代田地区、

千代田村は千代田町になり、いつも教育優先を旗印でやってまいりました。かすみがうら市にな

って、そして宮嶋市政になって、教育優先の言葉が聞けない。ただ統合だ、経済力がないだけで

教育を言われては、子供たちは伸びません。そして、宮嶋さんは学習院の法科を出たという学歴

だけを振り回されて、それだけの学歴があり教養があるなら、教育のことをもっと考えてやるべ

きではなかろうかと私は思うのであります。宮嶋さん、どのようなお考えをしておるのか。 

 そして学校の中でも、千代田地区でも、新治小学校は茨城県でも日本でも唯一の学校林を持ち、

弁天池という池が持つ自然環境がいっぱいある学校であります。グラウンドも広い。そして60キ

ロインターチェンジ内の千代田石岡のインターを抱えて、家をすぐ建てれば建つような開発こそ、

私はすべきであると。そこまで志筑小学校に持っていったら、一たん廃校にするのは簡単であり

ますけれども、復活するのは大変であります。そういう学校は残すべきではないか。 

 あまりにも経済だ経済だ、学区審議会の２回目でも、１校も審議から外せば意味がないという

話でありますけれども、そういうことはありません。教育は百年の計であります。この教育をき

ちんと考えなければならないかと思います。私は上佐谷小学校もずっと頑張って後援会長をやっ

てまいりました。さらにはもう一校、宍倉小学校があります。鹿野山という駅に近いところがあ

ります。ここにも団地ができました。神立駅に近い学校であります。それを美並の小学校まで持

っていかなくても、あそこは必ず将来多くなります。 

 私たちも間違っていたのは、志筑小学校が狭隘だ狭隘だ。２大事業だとして鈴木市政からずっ

とやってまいりまして、出来上がるときになると文化財が出た。いろいろな問題があったらば合

併のための施設になってしまった。これらは私たちも将来の展望が少しなかったかなと思ってい

ます。合併するなら四万騎に建てるべきだなと私は思います。 

 そういうことで、合併しちゃってから、統合しちゃってからでは間に合わない。やはりもっと
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学区審議会の中で、宮嶋市政も教育を優先にもう少し考えるべきではないだろうかと、このよう

に思う。ただ経済、金がないから金がないからだけでは、これは本当の教育はなってまいりませ

ん。そのことで、教育に対して宮嶋さんは教育優先でないのか、教育優先なのか、お考えをいた

だきたい。新しい副市長を迎え、すばらしい市長さんでありますから、副市長さんに支えられな

がら、ともに私はそういう問題も教育長や何かは教育は別だとしても、宮嶋市政の中で金がない

からそうしなさいと言えば、消防と同じようにそうせざるを得なくなります。市長の考えの問題

であります。 

 次に、放射能の問題でありますけれども、原発の問題は、これは前々から、今回も議員さんか

らたくさん出ているとおり、いろいろの風評公害が起きております。農業に対しては相当の被害

でありまして、農業ばかりでなく産業においても、いろいろな分野についても放射能の問題は大

きな問題になってまいりました。我が市は幸いにして放射能が強いところがありませんけれども、

しかし風評公害は相当の問題があります。 

 私が質問いたしました観光農業に対する問題は、おとといの晩にもう説明がありまして、やっ

とこれは農政課の力によって何とか形がつきましたけれども、これらについて、風評公害という

ものは今後も相当な、これは放射能については30年で半減するということでありますから、今か

らもずっと続くわけでありますので、これらの対策は十分にやっていただかねばなりませんので、

これらは要望にして、この部分については答弁は要りません。 

 次に、斎場の問題であります。今、田谷文子君から、いろいろ斎場も、これは宮嶋さんの考え

はすばらしいんだということでありますけれども、これは広域でやっていることは３市の協議の

もとでいろいろと計画をし、そして代々の市長さん方が執行して、今、まさに実現しようとして

いるときであります。宮嶋市政になって改革をするんだということで、窯は８つから６つになり

ました。斎場も、もう石岡と小美玉でやるからということにまでなった。これは２つの問題が歩

み寄りを持ちました。さらにそれからもまだ改革しろということなので、今、暗礁に乗り上げて

いるわけであります。 

 いつも言うように、５億4000万円の中の特例債が５億4000万円であって、現実に実質的に出す

この市のお金は１億3000万円であります。４億までならということでありますけれども、特例債

という交付金で返ってまいりますから現実には１億3000万円。9700万円はもう既に出しておるわ

けであります。 

 今、少しで始まろうとしているときに、８月の議会で出まして、９月には発注の段階まで来ま

したけれども、宮嶋さんがだめだということで、今、ストップをし、10月12日の議会が開かれる

わけだったんですけれども開かれないで、その後どうなってるんだということを、私も斎場組合

の議員として問いただしましたところ、３市でもっと煮詰めて、縮小するなら縮小、そういう問

題で話し合ってもいると、話し合いをしたいというその経過について、そして最終的に宮嶋さん

はつぶしちゃったほうがいいのか、今の斎場をそのまま置くという考えなのか。地元でやりたい

ということで追及すると、この間は９つのところを出しましたけれども、最終的に千代田地区で

やりたいというのは下志筑と新治の今のグラウンドのところ。それを迫っていけば、議員さんは

私に賛成ですかだと言われる。皆さん、言いようがないですね。ただ、私はだだをこねているに

過ぎないと思うのであります。 
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 死者を尊厳すると田谷君も言いましたけれども、死者を尊厳するならば、どこでもいいから５

万円補助金をやるから焼きなさいなんていうことは言えないわけであります。私たちはいろいろ

な苦労をしながら、先祖が焼かれるときはきちんとしたところで焼きたい。そして葬儀もきちん

としたところでやりたい。今、石岡斎場を借りてやれば、斎場を借りるのには５万円あれば釣り

が来るんですよ。それが、石岡斎場ができたとしてそれに加入すれば、今の値段、斎場使用料

5000円が10倍になったって５万円、20倍になったって10万円でありますよ。そういう安くできる。

民間で、農協で私も計算をさせました。民間では168万円かかります。ＪＡでやると130万円。30

万円からの差ができる。さらに石岡斎場でやるともっともっと安くできる。中の祭壇だけの値段

で、40万円かそこらででき上がるわけであります。 

 そういうことを考えれば、私は斎場も必要ではないか。でも、斎場がどうしても宮嶋市政がだ

めだと言うなら抜けてもいいということで、私は仮に使用料を10倍出しても、借りる人はたくさ

んあると思います。そういうことで、その後８月以降、９月、10月、11月の話し合い、どのよう

な話し合いをして斎場問題に取り組んでいるのか、宮嶋市長からの答弁を求めたいと思います。 

 以上で第１回目の質問を終わります。 

［古橋智樹議員入室］ 

○副議長（中根光男君） 

 答弁を求めます。 

 市長 宮嶋光昭君。 

［市長 宮嶋光昭君登壇］ 

○市長（宮嶋光昭君） 

 山内議員のご質問にお答えいたします。 

 まず第１点、防災についてでありますが、私にということでありますので、私のほうからご答

弁申し上げますが、特に山内議員のところは1,300ヘクタール余にのぼる広大な土地であるとい

うことで、そのときに山火事になったらどうするんだというお話でありますが、今、全市の消防

団員がご指摘のとおり600名余がいるわけでありますが、現状として、団員数は同じだけずっと

確保できるわけでありますが、出動できなくなっているところが多くなっているわけです。 

 今現状の台数56台がどこでも、普通火事になると４台出動がかかるわけですが、ぱっと４台が

出られるかというと、逆に今の体制のほうが不安なわけです。というのは、１台のポンプ車が出

るのには必要な人数というのが要るわけですから、それがそろわないと運転手１人で駆け出すと

いうことになりますから、しかしポンプ車が１台行っても運転手１人じゃどうにもならない。２

人でもどうにもならない。結局そういう状態が、今、続いているわけです。 

 そういうところから３年前から、藤井団長がいらっしゃいますが、消防団の適正化ということ

で、消防団のいわゆる実質的な体制をより強化するという方針のもとに、３年前から検討を進め

てきて、21台が適正台数であろうと。要するに消防車の１台当たりのいわゆる団員数を確保した

わけです。 

 そのことによって、660人で21台でありますから、相当この１台当たりの団員数が濃厚になる

わけであります。そうすると、現状消防団の方はかつての農家の方ばかりではありませんで、む

しろほとんどが日中は外へ出ているわけです。夜間であればともかくも、日中なんかはいる人だ
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けで対応するしかないわけでありますから、そのほうがはるかに機動力が増すと。そういうこと

で、火事の規模に応じましてまず４台が出ると。それから本署の消防もあるわけですからそれが

プラスになる。もちろん本署のやつが先に出るわけですが。 

 さらに、じゃあ、1,300ヘクタールがあっちもこっちも飛び火して一遍に持ち上がったらどう

なるかということでありますが、その中間でまず全市21台、これは消防長の指令で10台出ろとか、

あるいは21台全出動かけるとか、さらに足りなければというか、もう４台で火事が山火事的なも

のになれば県の防災ヘリであるとか、あるいはかすみがうら市の場合は自衛隊の古河の駐屯地の

管轄に入っております。古河の駐屯地の指令の方とは密接に連絡をとっておりまして、今の指令

の方は、私、この前ちょっと指令の方がごあいさつに見えたときに不在だったものですから携帯

の交換はしなかったんですが、ついこの前までの、つい一、二カ月前の指令の方とは携帯・メー

トとも私は知っています。ですからいつでもこれは指令と直接、「じゃあ、ヘリ３台頼む」とか、

そういうことはいつでも言ってくれということです。ですから、もう火事の段階に応じて、仮に

1,300ヘクタールあちこちでということになっても、十分自衛隊までの出動をお願いすることに

よって、火事になってご安心くださいということはありませんが、そういう体制をつくるという

ことであります。 

 これは私が考えてつくったわけじゃありませんで、前任者、また藤井団長の指示のもとに、消

防団がみずからそういう体制を築きあげてくれたわけでございます。私はそれを追認するという

か、ぜひそれで消防力を強化してくれということを指示をしております。消防長の代理というこ

とで、ご理解をいただきたいと思います。 

 ２点目、これは教育長じゃなくて私でよろしいんですか。 

 じゃあ、私がやらしていただきますが、教育重視は、私はかつて出島村長時代も、もう一番に

自分の恩師を教育長に指名しまして、一番信頼している教育者でありますが、この先生に教育は

全部お任せすると。そうすると、村長時代も大変教育重視の施政をしたという評価を得たと私は

思っております。今回も菅澤教育長は、私もでありますが、かつての出島村の教育長の稲生教育

長は共通の師であります。その薫陶を受けた私もそうでありますし、菅澤教育長もでありまして、

全面的にお任せをしております。 

 教育行政はもう最重点であるという姿勢は、私は変わっておりません。きのうも川村議員のご

指摘にありましたが、教育にまでＶＥ（バリューエンジニアリング）を導入するつもりはありま

せんで、これは行政には私はそぐわないのではないかと思っております。いわゆるコストと効果、

つくる価値の相関関係を追及するというバリューエンジニアリングの手法というのは、私は教育

には適さないと。 

 ですから教育にコスト意識を持ち込むというつもりは、これは全然コストを無視してやるわけ

ではありませんが、行政でありますからコストを無視してということはありませんが、最重点は

教育水準の向上、教育の最大効果をねらうと、そういうのが目的であります。したがって、今回

の学校の適正規模化を図るということは、あくまでも適正規模化を図るということで、いわゆる

学校の効率化・低コスト化を図るということではありません。それをはき違えないでいただきた

いと思います。適正化を図り、いわゆる、今、学校の適正規模として、小学校は１学年当たり２

学級が望ましいと。少なくとも複式学級なんかは今は望ましくないとされているわけであります。
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中学校は１学年当たり３学級を目指すという指針のもとに、いわゆる適正規模化を図っていく。 

 そうすることによって、例えばＥＬＴ、小学校にも英語教師を各校１人ずつ配置するとか、今、

中学校には配置されておりますが、小学校にも英語教師を配置する。あるいは、今、教頭先生が

駆け回って草刈りまでやっておりますが、専門の用務士を配置するとか、あるいは各学校に軽ト

ラックの１台は配置するとか、あるいは通学の安全を確保するために、通学バスはもちろんこれ

は最低限必要になると思います。そういったことを目的というか、そういう手段を講じて、最終

目標である教育水準の向上を図ると。そういうために、今、学校の適正化を学区審議会に諮って

いるというところであります。 

 みんな教育熱心な方たちが議員さんに、また審議委員さんになっているわけでありますから、

その方たちにお任せをして、よりかすみがうら市にふさわしい教育環境をつくっていくという姿

勢は全然私はゆるぎないものでございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 また、４点目の石岡斎場問題についてでありますが、８月18日に管理者会議が開かれまして、

９月にいわゆる斎場・火葬等の発注を予定するよということを管理者が言ったわけです。これは

山内議員も斎場議員でありますから、そのときいらしたわけでありますが、その後、小美玉、石

岡両市長とも、その時点では私どもはもう単独斎場の建設ということで着々と準備を進めていた

わけでありますが、９月に入りまして、相次いで両２市長のほうから、もう一回話し合いをしな

いかと。 

 もともとはことしの経費を払うのか、この事業に参加しないのか、参加しないのならはっきり

しろということを６月に言われたので、そこまで言ってはもう信頼関係もないということであり

ますから、単独斎場での準備が始まったわけでありますが、いわゆるその進行を９月にストップ

したわけであります。そして、今、相手方の出方を待っていると。向こうからもう一回話し合お

うということでありますから、先方からの話を待っている状況であります。 

 そうこうするうちにうちのほうも石川副市長が誕生しまして、副市長が３人誕生したというこ

とで、まずは副市長同士で少し詰めてみようということで、今、副市長同士の話し合いを進めて

いるところであります。この話し合いの結果を踏まえまして、まだすっかり煮詰まったわけでは

ないようでありますが、私どもの管理者会議のほうに今度はお鉢が回ってくるという段になろう

かと思います。多分、今月中にいつ管理者会議をやるかということが決まろうかと思います。ま

ずは相手のお二方の２市長のお話をまず聞いて、その上で判断をしたいと思っているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 15番 山内庄兵衛君。 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 学区編成の問題でありますけれども、宮嶋市政も学校教育優先は間違いないという確認ができ

ました。 

 しかし、日本の人口は平成40年以降は6500万人になる。今の人口の約半分になっていく。そう

しますと、今の学区をまだ半分にしなくちゃならない。そういうことであって、適正規模だけを

優先するのではなくて、地域の文化の拠点なんでありますよ。そして避難所も兼ねてる。そこい
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らもよく考えて教育のことにタッチし、住民の立場に立って検討しなければならないのではない

かな。それらの話し合いが全然できてないのではないかなと思います。 

 斎場の問題については、その後話し合いは副市長同士がやっていると。では、副市長にどのよ

うな話し合いがされてきているのか、お伺いをしたいと思います。 

 まずこの２点、お願いしたいと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 暫時休憩いたします。 

休 憩  午前１１時１２分 

──────────────── 

再 開  午前１１時１９分 

○副議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 教育長 菅澤庄治君。 

○教育長（菅澤庄治君） 

 山内議員さんのご質問にお答えをいたします。 

 山内議員さんの教育にかける情熱につきましては私も以前から存じ上げておりましたが、ただ

いまのご質問でも本当に熱い思いが伝わってまいりました。本当にありがたく思っております。 

 山内議員ご指摘の地域と学校の件でございますが、学校は子供たちの教育環境のみならず、地

域コミュニティの中心の役割を担っております。いわゆるシンボル的な存在、おらが学校であり

ます。そういうことから、地域の方々のさまざまな意見を取り入れながら合意形成を図るという

ことは極めて重要なことだと考えております。現在は地域の皆様にお諮りするためのたたき台を

協議している段階でございます。 

 また、山内議員ご指摘の残すべき学校として挙げられた新治小学校、宍倉小学校につきまして

は、本市の将来を見据えた貴重なお考えであると感心をいたしました。今後十分に検討したいと

考えております。 

 いずれにいたしましても統合の組み合わせを初め、それらにかかわる児童生徒の通学手段、安

全の確保、施設の充実など、さまざまな検討が必要と考えておりますので、ご理解、ご協力をお

願いしたいと思っております。よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 答弁を求めます。 

 副市長 石川眞澄君。 

○副市長（石川眞澄君） 

 山内議員のご質問にお答えいたします。 

 副市長会議の件でございますが、10月から11月にかけて３回ほど開催しております。 

 まず、10月につきましては、これまでの経緯と課題について、１回目は全部話し合いをいたし

ました。 
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 11月の上旬に開催された中身では、いろいろなこれからかすみがうら市が出しているさまざま

な要望とか検討課題について、どのように対応していくかという検討をいたしました。 

 11月25日に私たちの３市の副市長会議に先駆けて、石岡市長が記者会見を開きましたけれども、

その中でかすみがうら市の要望とかそういったものに配慮するというようなコメントがあったと

思います。 

 11月29日に３回目の副市長会議をいたしまして……。 

［山内議員「マイク入ってる？」と呼ぶ］ 

○副市長（石川眞澄君） 

 入ってます。ごめんなさい。 

 こちらで出しているそれぞれの課題について、現時点の設計の中でどのように削っていけるの

かというような協議をいたしまして、そういった課題を含めた対応案を、今度は正副管理者会議

の中で、呑めるのか呑めないのかというような検討をしていただく形になると思います。その正

副管理者会議につきましては、今月中に必ずやりたいと考えておりまして、今、お諮りしている

ところでございます。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 15番 山内庄兵衛君。 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 教育長の教育に関する考え方、教育のやり方は、私は以前からずっと知ってまして、平和教育

ということもやっててすばらしい教育長なのでありますから、教育長の考え方は私はすばらしい

と思います。宮嶋さんの考え方を私はさらに聞きたいと思います。もしも合併したら、例えば志

筑街道ですね。要するに上佐谷から五反田の通学路が、今、完備されてません。もちろんマイク

ロバスでやるんだろうと思いますけれども、そういうものもきちんとどのようにしていくか。そ

ういうものを完備しないと間に合わないと思うんですよね。そういうところ。 

 それから地域の話し合い。新治のほうの人は知らないんだよ。なぜかといったらＰＴＡ会長が

役場の職員だから。宮嶋さんに反発したら首になっちゃう。七会もそうですよ。七会の人もＰＴ

Ａ会長が役場の職員。だから絶対通じてない、通じてないんだよ。やはりそうじゃなくて、住民

と話し合って、先ほど教育長が言ったように文化の拠点ですから、それらが消えていくことにつ

いては、避難所も兼ねてるわけですから、いろいろな人の意見も聞かなくちゃいけないと思う。

そういうことをきちんとやらなくちゃならないんだろうと私は宮嶋さんにお伺いしたいんです。 

 それから石岡斎場の問題で、副市長の考え方で、私、耳が遠いものですから聞きとれないんで

すよね。だけれども、宮嶋市政は、もうあれを設計をし直せということでやってるわけですけれ

ども、そこいらのところのどのような話をしてるのか。設計をし直せって、あれ、膨大な費用が

またかかるんですよ。どうしても５基だと言ったって、火葬にするのは１基で……。 

［「６基で合意してんだよ」と呼ぶ者あり］ 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 そっちで黙ってろよ。 

 １基で１回１日で３回焼くと窯がもたないんだそうですよ。やはり２つが理想だというんだ。
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２回ね。この間もベルトコンベヤー式に焼けば何とかなんだっぺなという死者の扱い方はないん

でありますから、もう少し余裕を持って焼かなければならない。 

 この前の時も私が質問して、この前のとき副市長はいなかったんですけれども、私の友人が石

岡の火葬場がいっぱいだから、土浦の火葬場に焼いてもらった。私、葬式の日がわからないで飛

んでいきましたら、葬式が終わって、今、お墓から帰ってきたところに行きました。「山内さん、

六道がやけどしちゃったんだよ」っていうお話なんです。「何ですか」と聞いたら、土浦の窯で

焼いたら、土浦の遺体が来たので急いで引き上げてくださいということで、真っ赤なのを出して

きて、それで急いで拾った。その熱いのを入れて持ってきて、中佐谷の人だから高輪寺のお墓に

納めようとしたら、六道さんが手を入れたら香炉が熱くて、それで焼きついたんだけれども放す

わけにはいかない。それでやけどをしたんだという話をした。「いや、ほかさ行くと粗末にされ

ますよ」というお話でした。ですからやはり自分のところできちんとしなくちゃならないのでは

ないかな。 

 やはり宮嶋市長、考え方としては、今、霞ヶ浦だってもう向こうの行方の斎場を使ってるんだ

けれども、これは１億円を入れて焼いてもらってるわけですから、広域事務組合ではありません。

この窯だって耐久年数があるわけですから、それならば思い切って、もっと協力するから、霞ケ

浦地区の人も石岡で焼こうじゃないか。そのような考え方だってあるんではないかと思います。

１つの行政が１つのところでやるというような考え方も私はあると思う。 

 私、この前も言ったように、あの行方の窯の焼き方というのは実にすばらしい焼き方ですよ。

石岡の斎場はばらばらになっちゃう。土浦もばらばらになる。つくばみらいにも「やすらぎ」っ

ていうのがあります。これもばらばらになっちゃうけれども、女の人がきちんとそろえて足から

拾ってきます。のど仏がこうですよ。私は遺骨収集やってるからどこの骨だか全部わかりますよ。

だけれども、行方のものはしゃれこうべがそっくり焼けてる。だからほかの骨を全部骨壺の下に

入れてやるとそっくり入って、ふたがぴしゃっとする。ありがたいことですよ。がちゃがちゃじ

ゃない。もうこれが天骨だの何だのって重ねてやる。そんなことをやらないでそろっと入る。そ

うでしょう、宮嶋さん。焼いたところに何回も行ったでしょう。きれいに焼けます。やはりああ

やってやったときに、焼いてしまえば灰になっちゃうんだけれども、やはりありがたいじゃない

ですか。そしてみんなが手を合わすんじゃありませんか。そういうふうな窯の焼き方だってある。

安けりゃいいんじゃなくて。ですからそういうことだって要望して、きちんと死者が葬れるよう

なやり方。 

 葬式というのは、今まで土葬のときはお墓まで、これが埋葬許可証。今度は火葬になれば火葬

場までが葬式なんですから。火葬許可証があって初めて焼けるんです。お葬式はそこまでが法的

な葬式なんであります。あとはお骨を焼くのは、これは葬式と言っても仮の葬式であって、本当

の法的な葬式は火葬場まで。土葬の場合はお墓まで。そして土葬の場合は土は１メートル、これ

は衛生上かけなくちゃならないというのが法律です。 

 こういうことがきちんとできなければならないので、窯の焼き方や何かについてもやはり尊厳

を重んじる。いつも言ってるように、人は名を残し、ヒョウは死んで皮を残す。これですよ。聖

徳太子はブッタの誕生仏を上下を指して彫った。だれでも仏門に入って人間はすべてが平等であ

るという精神を残す。それが釈迦の誕生仏のあらわれであります。坊さんに聞いたってわからな
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いから、おれがこの間答えましたけれども、そういうナニがなんですよ。 

 ですから、尊厳を重んじたら、もっとどういうような設計をするのか、その副市長さんにもそ

こまでは話がないと思うんですけれども、もう少し設計をどうするか話し合いがあったと思うん

ですけれども、それについてお答えをいただきたいと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 学校の統廃合の適正化の問題でありますが、柿岡から稲吉へ行く県道路線ですね。これの歩道

については県にも申し入れをしているところでありまして、早急なる整備をお願いしているとい

うところであります。いずれにしても統廃合適正化計画と通学バスの問題というのは、やはりこ

れだけの広い地域で統廃合するということになれば、通学バスはもう絶対欠かせないと、そうい

うことになろうと思うので、それは教育委員会のほうで練っていただいて、通学バスが必要だと

いうことになれば、それは必ず予算措置をきちんとしていきたいと考えておりますので、ご理解

賜りたいと思います。 

 また七会地区、新治地区の地域の方々の学校に寄せる避難所的な要素、あるいはコミュニティ

的な要素についても十分配慮しながら地域の意見を伺っていくと。そこのＰＴＡ会長が職員だか

ら、その職員に圧力をかけてどうこうなんていうことは毛頭考えておりませんので、そういう誤

解のないようにお願いをしたいと思います。 

 また火葬場のほうですが、単独斎場の計画を８月まで２カ月ほど練っていたわけですが、これ

はいわゆる火葬施設は１基じゃなくて２基で計画をしております。計画というか、火葬炉２基を

見込んでおります。ですから火葬炉１基だけとさっき山内議員はおっしゃったようでありますが、

火葬炉は２基であります。 

［発言する者あり］ 

○市長（宮嶋光昭君） 

 いや、２基ですから、２基ですから。 

［発言する者あり］ 

○市長（宮嶋光昭君） 

 石岡斎場のほうは、今、縮減案が練られているということで、石岡市長が妥協案を示したいと

いうことを新聞発表しておりますが、私も直接は聞いておりませんが、その妥協案というのは、

多分、今、副市長会議で練っている内容だと思います。その副市長会議の内容につきましては、

先ほど副市長からの答弁にあったように、設計変更を前提に考えているようであります。本体の

設計変更を前提に考えていると。そして当方で言っている上限、かすみがうら市のいわゆる負担

分は４億円に何とかおっつけようという努力をしているのかなと思います。 

 ただ、私もこれは非常に難しいというか針の穴をくぐるような話でありますから、どこまで先

方が努力しているかは具体的にはわかりませんので、管理者会議に期待を寄せたいところであり

ますが、なかなか難しいのではないかなと一方で危惧はしているのも正直なところでございます。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 
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 15番 山内庄兵衛君。 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 斎場は広域でやってるんですから、こちらの主張ばかりじゃなくて向こうからも来たんだから、

私も監査委員をやってて、古渡さんなんていう監査委員も「宮嶋さん、あれから出てきてますけ

れども、これだけ妥協したんだから、こちらでも妥協するのが宮嶋さんの本分は十分に果たして

るんでないか」と言っていますよ。やはり民主主義の世の中は、自分が主張して、向こうが歩み

寄ってきたら、こっちも一歩ぐらいは歩み寄るのが本当だと思いますよ。 

［「そうだ」と呼ぶ者あり］ 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 それが全然歩み寄りもなければ、これは独裁主義者ですよ。ヒトラーはそれでも歩み寄り寄っ

たんですよ。軍国主義と同じになっちゃうじゃありませんか。おれが言うことを聞かないのか。

だから職員だってぱっと変えられちゃう。だからさっき言ったように、ＰＴＡ会長だって本当の

こと言っておっかないんだよ。 

 だから宮嶋さん、あなたは優しい。優しい顔をして優しい紳士だ。だけれども腹の中は頑固者。

しかも独裁主義者。私は宮嶋さんの家柄はすばらしい家柄だと思う。どういう教育をされてきた

んだかわかりませんけれども、人間には血も涙もあるわけでありますよ。それが本当じゃありま

せんか。人が歩み寄ったら人に歩め。職員だって、搾り取ってその費用を充てるなら、ある程度

は考えてやるべきだと私は思います。 

 おととい、この前、共産党が人事院勧告に反対しました。私は同調いたしましたよ。３年も続

けてやる。そしてまだやるというのは、みんなの生活を搾り取っていると同じじゃありませんか。

ある程度労組の話も聞いて一歩寄る。斎場組合だって相手があることですよ。２つ寄ってるんで

すよ。一歩寄るのが私は当然ではないかなと。これが民主主義だと思うんですよ。そうじゃあり

ませんか。その民主主義の何かができてない。 

 消防だって同じですよ。広大な土地であればみんな駆けつけられないと。１つのポンプに10人

だけれども、雪入にあれば、ポンプは１台あれば雪入の山の中までぱっと行けないですよ。本部

から来てタンク車は山の中まで入れないですよ。そういうことを考えれば、やはりもう少し配慮

してもいいんじゃないか。全部が勤め人ではありませんから、自営業もあるんですから、そこら

を配慮しないで、ただ、これは消防がやるんだじゃないですよ。宮嶋さんの考えですよ。それで

消防に渡したからそういうふうになっちゃうんですよ。もうポンプだって、29台全部整理しちゃ

ったんでしょう。 

 山の中へ行ったって何もなくなっちゃったら、今は背中にしょって水をしゅっしゅとかけたり

してますけれども、山っていうのは本当にポンプの行けないところもあるんですよ。そういうと

ころもあるし、家屋だって今度は消防隊が行ってたって、破壊消防しかできないんですよ。昔の

消防に帰っちゃったんですよ。まといの消防になっちゃう。昔、消防ポンプがないときはかまと

とび口を持って駆けつけたんだ。今は広域があるから、さらに上佐谷の１台、下佐谷の１台佐谷

地区にある。志筑に２台。ここの人たちは年がら年中、出なくちゃならないでしょう。そうした

らポンプの近くにいた団員はもっと大変でしょう。そういうことを考えないんでしょうか。これ

は宮嶋市政ですよ。消防のことももう少し配慮してやったらどうですか。 
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 山火事になったときに、火事の場にポンプを持ち込んでみなさいよ。本当にあの笑顔がありま

すから。住民の安心感というのが。あの燃える勢い。宮嶋さん、本当にあなたは火事のところに

行ったことないでしょう。すごいんですよ。そういうことを考えれば、もっと消防団員のことを

十分に考えて、そして住民の安心・安全にする施策をとるのが本当ではないかと思うんです。教

育も同じだと思うんです。どうですか。答弁できますか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 何点かあるようでありますが、まず、斎場のほうでありますが、話し合いなんだから歩み寄れ

ということでありますが、もともと私が選挙中に申しました公約は、現斎場の場所に火葬炉のみ

を５基でつくりかえればいいのではないかという提案をしていたわけです。市長になったのでそ

れを申し入れたと。そういうところからスタートしているわけであります。 

 昨年の暮れに６基でお互いに一たんは合意したわけですね。２基は予備炉ということになった

わけですが、そのあたりから、うちのほうは最大限いわゆる土地も買っちゃってあるわけですか

ら、まずは現有斎場ではなく、新しく買ってしまった土地、今の染谷の土地ですね。あっちでも

よかろうということも譲りましたし、それから事業費についても結果的には３億円で単独でやれ

ばできるわけでありますが、これももう早い時期に、３億円という数字が出ないうちから、４億

円まではもう譲るよということをいち早く言っているわけです。 

 そういう中で、６月３日に現計画どおりどんどん進んじゃってるわけですから、そんなどんど

ん既成事実を積み上げるようなことをやられたのでは、話し合いも何もあったものじゃありませ

んから、これは話し合いをする気がないんだろうということで、とてもそんなことではお金を払

えないよということを申したわけです。そうしたら、金を払うのか、事業から撤退するのか、ど

っちからにしろと言うから、これはもうしようがない話なんですが、そこからまた戻ったと。繰

り返しになりますが、そういう経過があるわけです。 

 もともとこっちの基準点、出発点というのは５基から出発してるわけです。しかも現有斎場の

ところから出発しているわけです。私は生来駆け引きがあんまり上手じゃないんですね。だから

もう、最初ばたっとここまで譲るよということをやったら、それは大きくやります。しかし、そ

の線をきちんと出したら、あとはもう先方に任せると。そこらが頑固を通り越して頑固に磨きが

かかったなんて言う人もいますが、それは、私はそういうところは民主党の鳩山さんとか菅さん

とは大分違うと思います。 

 そういう経過の中で、今、斎場は話し合いが進んでるということでありますので、そういうき

ちんとしたこっちの姿勢を見たので、逆に先方からもう一回話し合おうということが出てきたん

だろうと思います。これは国の外交でも同じですが、仲良くすることと、いいあんばいにするこ

とは違うんですね。中国と仲よくすることと中国といいあんばいな曖昧な交渉をすることは違う

んです。アメリカも同じです。外交っていうのは、やはりきちんとしたスタンスを自分で持って

いて、それでやっていくというのが外交の基本です。やはり自治体間の話し合いだってそうです。 

 だから、何でもいいから妥協できればいいんだなんていうのは、私は国の間でも、あるいは自

治体間でも、それは基本的には国は国民の利益、自治体は所属する市民の利益でありますから、
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それをスタンスに考えると。いわゆる管理者同士、あるいは議会同士でなあなあでやっちまうな

んていうのは、私はよろしくないと。きちんと表に出しながらやっていくと、そういう基本的な

スタンスを私は常に持ち続けているつもりであります。 

 それから消防車のことでありますが、これは先ほど来申しておりますが、もともとこの21台に

するということはことしになって進む話ではなくて、消防団でもうかつて３年前から藤井団長の

もとにやってきたと。それが望ましいということで、消防団みずからそれをやってくれてるわけ

です。もちろん消防署の行政職員も相談に乗りながら、消防長も相談に乗りながら、行政のほう

と消防団のほうで、今のいわゆる車両はあるけれども団員がそろわないで出動できないという体

制を改善しようというところから生まれてきたものだと思っております。 

 しかし、いろいろ地元の説明会なども踏まえて、ごく一部ですが修正したという話も聞いては

おります。それは話し合いの上でそういう必要があればそうしていけばいいのであって、別に私

が圧力をかけてどうこうということではありませんので、より強力な消防団体制をつくっていく

ために、現状に合わせて消防団のほうで相談を積み重ねて練ってくれた案がこういうことであり

まして、もう既に何台かの車は車検をとらないで、いわゆる廃車に向かって処置をしているとい

う話も聞いております。ですから、ある程度年数をかけてやったものでありますので、ご理解を

賜りたいと思います。 

 そして決して先ほどの山火事で、上のほうへもう上れない、大型消防車は上れないわけであり

ますから、それは状況によって古河駐屯地へいつでも電話くれということでありますから、携帯

電話でもいいからということでありますから、これはもう向こうのヘリコプターが飛べばすぐこ

っちに来るわけであります。そういう体制はきちんととっていく。これは40台あったって、50台

あったって、水源がなければどうしようもない話でありまして、仮に志筑、雪入、あそこら辺一

帯がすごい火事のもとで猛火に包まれたとしても、全消防車が出たって今度は水源が問題であり

ます。ですから、やはり空からの消防とか、そういうことも早目に対応してやらなければならな

いと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 15番 山内庄兵衛君。 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 市長は山火事とかそういうものの現場に行ってないからわからないんだよ。これはアフリカで

も火災が発生し、この前アメリカでも大きな火災、ヘリコプターでやってるんだよ。ヘリコプタ

ーでやってるの。飛行機でも消火剤をやってるの。消えない。昭和18年の火災だって、まだ日本

は戦争をやってたときだよ。セスナ機が飛んできて消火剤をまいたんだ。おれは小さくて５歳だ

よ。そのとき見てたことだって消えない。消火液なんてかけたって、山火事なんて消えるものじ

ゃないんだよ。本当のこと言って、あの猛火ではヘリコプターがあるからって安心なんてできな

いよ。だから、やはり初期消火なんだから、やはりもう一台くらいは佐谷地区にも必要じゃない

か。だからかすみがうら全体を見て、馬立あたりだってもう山が多いところだ。そういうところ

にはもう少し配慮をしていくべきだ。 

 もう既に今月の７日には29台、処理しちゃったんでしょう。今から新しくしたら何千万円でし

ょう、何億円でしょう。そこらの考え方がきちんとしなければならないんではないかと思うんで
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す。 

 それから、消防長が出る番ないとさっきも言われるから、消防長に聞きます。 

 山火事とか火事のとき、私がさっき第１回目の質問で、火事のときには必ず水分がなくなると

意識が混乱、もうろうとしてくるんですよ。関西の山火事で何人か消防士が死にましたよ。私も

現実に山の中に行って山火事だとか茅場焼きをやってるとのどが渇くんですよ。ものすごく渇く。

かき切るほど渇くんです。それから火が来たときには、今はみんなが着てるものは、消防団は綿

で消防服ができていますけれども、一般はみんなこれは化繊が入ってるんです。ぺろっと燃えち

ゃう。で、木綿のタオルが絶対にマスクになる。はあっと吸うと肺まで焼けちゃうんです。だか

ら助からない。で、水が飲めない。だから私は消防団の地元の分団長になったときには、水を１

杯飲みなさい、水を１杯飲んで必ず消防のところまで来い。そしてタオルは絶対に消防服と帽子

のところにちゃんとかけておけ。私はそういうことをやりました。今、教育はどういうふうにや

ってるんですか。お伺いしたいと思います。 

 それから石岡の斎場で、今、重要なことを言いましたね。６基で妥協したと。それで妥協した

んですか。市長、それだけお伺いします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 火葬場のほうですが、６基で合意形成が図られてるのは昨年末のことであります。ただ、その

時点であっても、予備炉をつくるかつくらないかでは合意形成はされてなかったという経過がご

ざいます。 

○副議長（中根光男君） 

 消防長 井坂沢守君。 

［消防長 井坂沢守君登壇］ 

○消防長（井坂沢守君） 

 ただいまの山内議員からの指摘の教育なんですけれども、消防署のほうは飲料水もかなり多く

保有してますので、山林火災等については箱単位で飲料水、及びマスクは防塵マスクというのが

ありまして、これは煙が入ってこないマスクを消防署のほうでは指揮隊として装備してあります。 

 消防団につきましても飲料水はそれなりの量を確保しておりますので、災害現場に消防署のほ

うの車、消防車じゃないですけれども乗用車タイプの車がありますので、それで飲料水、タオル、

三角巾等はうちのほうで現場に向かわせるような形の教育をしてます。 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 15番 山内庄兵衛君。 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 石岡斎場についてはまだ設計の見直しの段階だということですけれども、まだ副市長の段階だ

けで市長との話し合いがない。ですから、これらは早急に話し合って進んでいただきたいと思っ

てます。どうですか。進める気がありますか。 

○副議長（中根光男君） 
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 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 私のほうは、今は６、７、８月あたりから逆に受け身になってるんですね。昨年からことしの

５月くらいまでは、こっちから話し合いをしてくれ話し合いをしてくれと再三再四申し上げたわ

けです。一向に応じてくれないという中で、予算が強行されたり何かしたわけでありますが、そ

れに、５月の末にもうそんなことは許せないよということでストップをかけたわけであります。 

 そうしたら、その後６月６日の話し合いで、単独と２市とで別れてやろうということで一たん

合意されたわけですね。その後は先ほどお話ししたとおりなんですが、今度は相手２市側からも

う一回話をしようよということでありますから、そのことについては私はすぐ応じまして、「は

い、じゃあ、そのようにしましょうよ」ということで、今、うちのほうから副市長が行ってると。 

 そういうことで、副市長同士の話がある程度煮詰まれば管理者会議という段取りになっており

ますから、今は相手方から必ず話があるものと思ってますから、つい11月25日の石岡市長の記者

会見でも、石岡市、いわゆる管理者側から妥協案を示したいと言っておるわけですから、その会

議に私は積極的に臨むつもりでおります。話し合いに応じないなんていうことは全然毛頭考えて

おりませんので、それはご安心いただきたいと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 15番 山内庄兵衛君。 

○１５番（山内庄兵衛君） 

 話し合いに応じてやりたいということですから、これで一般質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○副議長（中根光男君） 

 15番 山内庄兵衛君の一般質問を終わります。 

 お諮りいたします。 

 昼食休憩に入りたいと思いますが、ご異議はございませんでしょうか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○副議長（中根光男君） 

 異議なしと認めます。 

 再開は午後１時30分から再開いたします。 

休 憩  午前１１時５９分 

──────────────── 

再 開  午後 １時３１分 

○副議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次いでお諮りいたします。 

 ４番 田谷文子君から、12月２日の本会議における発言について、会議規則第65条の規定によ

り、発言取り消し申出書に記載した部分を取り消したいとの旨、申し出がありました。この取り

消し申し出を許可することにご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○副議長（中根光男君） 

 ご異議なしと認めます。よって４番 田谷文子君からの発言の取り消し申し出を許可すること

に決しました。 

 続いて発言を許します。 

 ５番 古橋智樹君。 

［５番 古橋智樹君登壇］ 

○５番（古橋智樹君） 

 平成23年第４回定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行います。 

 第１点目として、市内企業への法人市民税・固定資産税による経済支援策について質問いたし

ます。 

 依然続く景気の低迷と未曾有の震災からなかなか復興ままならない日本の現状でありますが、

ここ近年比較的安定した評価があったユーロ圏の経済情勢も、今やギリシャの財政危機を発端に、

ヨーロッパ中の国々が炎上している状況であります。これら資産の影響は、よくも悪くも早くあ

らわれることもあり、なかなかあらわれないものでもあります。今やインターネットにより、各

個人や家庭も気軽にトレードできる時代、携帯電話のゲーム製作等のインターネットベンチャー

企業が、プロ野球チームをも買収できるほどの成長も可能な世の中でもあります。 

 すなわち、世の中の金銭がいずこへ消えてしまっているわけでもありません。特にこの日本の

円はいずこかによどんでいるものであります。国の一般会計は92兆4000億円ほどですが、総務省

統計局によるデータで、日本の1400兆円という個人金融資産の７割以上は60歳以上の世代が持っ

ているものと推察されております。が、一方政府の国の借金は、2011年度に予算の国債発行額44

兆円を足して900兆円を超え、さらに復興予算が今後二、三年には加わりまして、1000兆円を超

えるだろうという推測もございます。 

 何が言いたいのかと申しますと、先ほどのよどんでいる金銭を国や自治体が次世代、子供たち

のローンカードで借りて事業を興せているのですから、それらの事業の費用対効果は直接子供た

ちの背負う返済にまで届かないとならない、すなわち税収に結びつけないとならないということ

であります。私たち現役世代の負担を減らすだけでは、金の流れがますます鈍化する一方であり

ます。子ども手当や公共料金の値下げ等、負担が減った皆さんの財布の中身は、責任を持った経

済効果として、整った金の流れ、時限を持った金の流れをつくり出せないのであります。日本は

震災からの復興とともに、国民・市民の負担軽減ではなく、世の中の金銭の流れが次世代にも公

平に回るよう努めること。あこぎな表現では決してありません。これが税金を預かる役所の目指

していただきたいまちづくりの本音でございます。 

 そして、当市の市民税のたった10％ほどである法人市民税でありますが、法人としては多くの

経費として雇用に費やしている実態が、その残りの９割の個人市民税とリンクしているものであ

ります。民間事業の売り上げあって給与所得があり、個人市民税が存在することを決しておろそ

かにしてはなりません。 

 さらには法人の事業用地には、田畑に比べ100倍以上もの固定資産の宅地課税が課され、事業

所の設備も、従業員の安心やお客様のニーズを確保するために大規模化も余技のない状況に、法

人は特別課税措置もなく、経済情勢をかんがみることもなく大きな規模を課税され、粛々と、も
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くもくと納税に従っているわけであります。そういった視点からすれば、これまでの当市の法人

向けの事業展開は法人市民税だけで２億円を納め、事業融資の利子補給と商工会加入者のための

補助金、産業を誘致する道路、上下水設備等、どのような還元策を努めてきたのでしょうか。 

 そこでお伺いします。雇用と雇用条件を求める背景に法人市民税・固定資産税の会社法人への

還元策、信用保証充実等の復興経済支援策について、市の考え方をお伺いいたします。 

 続きまして、第２点目として、市の社会保障予算拡充の適正規模と、国保算定ミスの責任につ

いて質問いたします。 

 社会保障に予算を投じること、すなわち市民の負担軽減がどれだけ借金返済のために資する希

望なのでしょうか。病院にかかる負担ばかりを軽減することが、将来にわたって責任あるまちづ

くりなのでしょうか。選挙の票を得るための最大公約の手段として、手ごろな実態を議会はみす

みす見過ごすわけにはまいりません。私が求める社会保障施策の視点は、この質問においてもさ

きの質問で述べたとおりでございます。 

 また、国保算定ミスについては、会計検査院の指摘による返納とともに、さきの宮嶋市長によ

る国保税率改正後、国保の資金状況が48億円という特別会計の予算ながら、２億円以上の不足が

発生し、ほかの一般会計を初めとした会計から随時無償で借りていることは、さきの文教厚生委

員会の報告のとおりであります。さらには国保会計における一般会計からの繰り入れ金も、前回

の定例会におきまして、財政調整基金からの切り崩しは全く関係ないとの趣旨の答弁でありまし

たので、この法定外、繰り入れ予算をはるかに上回る２億円以上の不足額は、だれがどの予算を

立てかえているのか、ご説明を求めたいと存じます。さらにはその立てかえによる一般会計事業

の影響の説明も、国保以外の社会保険等の加入者に理解を得られるよう、受益者負担の原則に基

づき求めたいと存じます。 

 そこでお伺いします。国民健康保険や介護保険、医療福祉費支給制度、生活保護等への費用対

効果、長期計画、経常収支比率、予算措置、決算、会計検査等について、市の考え方をお伺いい

たします。 

 続きまして、第３点目として、市長の市財政破たんの試算と財政計画と虚構について質問いた

します。この質問に関しての趣旨は私のこれまでの一般質問のとおりでございます。宮嶋市長も

総合計画の見直しの中で、大まかにシミュレーションするとのことでありましたので、その後の

選挙公約で掲げられた人件費40億円の１割削減による国保税値下げや、中学生以下医療費無料の

選挙公約や単独火葬場、水道料金改定等の政策の進捗を含めて説明を求めるものでございます。 

 そこでお伺いします。財政健全化判断比率の虚構、市財政の計画査定、債務超過試算、破たん

シミュレーション、事業計画等、財源等について市の考え方をお伺いいたします。 

 続きまして、第４点目として、公益法人の利益と目的税による民間事業について質問いたしま

す。私がこの質問をする趣旨は、少子高齢化がますます進み、増大化する保健福祉予算や介護保

険料において、当市に多く展開される社会保障サービス事業者、及びそこに従事する皆さんの働

きが、サービスを受けるお年寄りと家族のほか、当市のまちづくりにおいてどのように利益を還

元させるべきかというフォーカスのピントがいま一つ合っていないままでございますので、私は

質問するものでございます。 

 さきの文教厚生委員会において、第５期介護事業計画にこのビジョンが不在であることは指摘
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させていただきました。さらにはさくら保育所の民営化においても、その選定において公益法人

には非営利の条件、すなわち赤字運用が原則で、自己の財産等を補充することを掲げられている

ことが、今の福祉関連の就業機会や会計上の実態として、この時勢にいささか適していないと感

じられるものであります。これだけの景気低迷で薄利多売なタイトなビジネスに比べれば、公費

により利益と雇用の安定を確保できる福祉関連の業種は際立つものであります。 

 そこでお伺いします。一つ、公益法人の財産や報酬、給与、目的税を一部収入源とする民間企

業等について、市の考えをお伺いいたします。 

 続きまして、第５点目として、神立停車場線都市計画路線における用地・建物の補償概算につ

いて質問いたします。 

 総合計画後期基本計画の見直しにおいて、宮嶋市長は本計画路線の事業を掲げる方向でござい

ます。そこで、これ以上事業化の繰り延べが損失をさらに生み出し、税収向上の機会を逃し、神

立駅前整備との相乗効果、さらには東西に長いかすみがうら市の幹線道路の不足等々、消極的な

まちづくりとなるのか、路線整備の機運醸成を図るためにも質問に具体性を持たせ、いま一度事

業化の意志を求めるものであります。 

 そこでお伺いします。都市計画線上の建物補償の累積試算額、都市計画決定後の用地評価額推

移と都市計画路線部分の用地買収累積額について、算出額と市の考え方をお伺いいたします。 

 続きまして、第６点目として、市長の新盆見舞いの謝罪と公職選挙法違反の認知について質問

いたします。さきの臨時会における書類送検に至った市長の謝罪は形式的なものと察するため、

時期をおいて改めて真意を伺うものであります。 

 宮嶋市長の新盆見舞いにおける書類送検に伴う謝罪は、公職選挙法違反の認知であるのか、い

ま一度伺います。 

 続きまして、第７点目として、シルバー人材センター契約終了直後の民間事業者複数年契約に

ついて質問いたします。 

 施政方針として、宮嶋市長はシルバー産業による活性化を掲げていたにもかかわらず、さらに

は高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づく地域の責務としての顧問の立場、援助の立場

でありながら、市長、さらには保健福祉部は、強引なシルバー人材センターの契約の打ち切りに

ついて説明がございましたが、理解しがたい説明でございました。 

 そこでお伺いします。今年度のあじさい館における施設管理の事業者選定における複数年契約

の理由等についてお伺いいたします。 

 続きまして、８点目として、一部事務組合の管理者会議開催における決定権限について質問い

たします。 

 石岡地方斎場組合の議決された事業計画に対し、一副管理者の立場でありながら、事業を棚上

げさせている法的権限、根拠の説明を求めるものであります。それに伴い、ほかの一部事務組合

との整合を伺うものであります。 

 そこでお伺いします。一部事務組合の管理者会議開催と、組合議会開催における決定権限につ

いて、法令等の根拠について考え方をお伺いいたします。 

 以上、私からの１回目の質問といたします。 

○副議長（中根光男君） 
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 暫時休憩いたします。 

休 憩  午後 １時４９分 

──────────────── 

再 開  午後 １時５２分 

○副議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 市長 宮嶋光昭君。 

［市長 宮嶋光昭君登壇］ 

○市長（宮嶋光昭君） 

 古橋議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、市内企業への法人市民税・固定資産税による経済支援策につきましてお答えいたしま

す。 

 平成20年のリーマンショック以降、本年３月の東日本大震災や昨今の急激な円高、タイの洪水

などにより、日本への打撃は増すばかりであります。大変厳しい状況になっているところであり

ます。国による震災の復旧・復興を目的とした第３次補正予算を活用することにより、復旧・復

興はスピードアップするものと考えており、大きく期待するものです。 

 また、経済対策としては、１昨年から経済危機対策を打ち出し、緊急雇用制度などにより雇用

創出事業を展開し、市としても緊急雇用の活用をしてきたところであります。このような経済状

況の中、名古屋市においては個人・法人の両市民税を一律に10％カット、杉並区は将来の減税を

見込み、基金を設置したりと施策を講じているところであります。しかしながら本市としては、

財政規模的にもこのような措置をとれるかというと、現実的には困難であると認識をしていると

ころであります。 

 市内の法人対策としては、独力で金融機関から融資を受けられない企業が信用保証協会、信用

保証会社などに料金を払って保障してもらい融資を受けられるよう、信用保証等への案内や周知

を行うように考えております。あわせて三次補正予算に基づく震災の復旧・復興対策を早急に対

応して、市民の不安を取り除くことが必要かと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思いま

す。 

 ２点目、市の社会保障予算拡充の適正規模と国保算定ミスの責任につきましては、市民部長か

らの答弁とさせていただきます。 

 ３点目、市の財政破たんの試算と財政計画と虚構につきましてお答えいたします。 

 平成23年度第二次補正後の国一般会計において、公債残高は667兆円となる見込みで、これは

国民１人当たり約521万円、一般会計税収の約16年分に当たり、将来世代に大きな負担となる状

況にあります。これに地方分201兆円を加えると894兆円が国及び地方の長期債務残高となり、そ

の他の借入金も含めますと、年度末には先般の報道のとおり、1000兆円を超えると見込まれてお

りまして、特に平成21年度以降は税収を公債金収入が上回り、国の財政状況は大変な状況になっ

ております。 

 ギリシャ・イタリア国債に対する市場の評価は大変厳しいものがあり、国債発行による資金調
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達が大変困難になっております。また、アメリカ国債についても信用不安が見られ、日本におい

ても税収不足を多額の国債発行に頼る現在の状況を改める必要性に迫られており、国民は負担以

上の利益を求め、不足分は国やだれかが負担してくれるとの考え方を改めて、受益に相当する税

負担を求められることになると言われておるわけであります。 

 当市においては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財政の健全化判断比率等

の公表制度が設けられ、毎年度４つの健全化判断比率を監査委員の審査に付した上で、議会に報

告しておりますが、平成22年度においてはいずれも早期健全化基準を下回っている状況にはあり

ますが、財政状況が危険な状況にあるわけではありませんが、将来負担比率は114.8％と標準財

政規模を上回っておりまして、県内44市町村でも36番目の状況にあります。景気の悪化に伴う税

収減、高齢化等による社会保障関係費の増加などの状況において、経常経費の占める割合はより

大きくなることが見込まれる中で、より一層の健全な財政を維持するために経営能力が問われて

おり、後の世代に大きな負担をしいることがないような市政を行う必要があります。 

 国からの交付税、臨時財政対策債に依存する財政運営は今後も続けざるを得ませんが、安定し

た市政運営ができる財政状況をつくるために、今後も事業の必要性を見直して、人件費の見直し

などによる自主財源の確保に努め、市民の要望に沿った独自の施策を行いたいと考えております。 

 今後数年間の歳入歳出の見込みについては、平成24年度予算と合わせて現在検討している状況

でありますので、今後お示しする予定でございます。 

 ４点目、公益法人の利益と目的税による民間事業につきましては、保健福祉部長からの答弁と

させていただきます。 

 ５点目、神立停車場線都市計画路線における用地・建物の補償概算につきましては、土木部長

からの答弁とさせていただきます。 

 ６点目、公職選挙法違反の認知につきましてお答えいたします。 

 この問題につきましては、先般もお話ししたとおり、大変うかつにも、違法性の認識が配った

当時はございませんでしたが、いろいろな方のお話を聞くうちに、この行為は公選法違反である

との認識を持ったわけでございます。そういうことから、公選法違反の認知であるとお考えいた

だいて差し支えないかと思います。 

 ７点目、シルバー人材センター契約終了直後の民間事業者複数年契約につきましては、保健福

祉部長からの答弁とさせていただきます。 

 ８点目、一部事務組合の管理者会議開催における決定権限につきましてお答えいたします。 

 本市において、地方自治法に基づき設置された一部事務組合は、新治地方広域事務組合、石岡

地方斎場組合、及び土浦・かすみがうら地区土地区画整理一部事務組合等があります。 

 地方自治法第292条（普通地方公共団体に関する規定の準用）に準用規定があることから、こ

れらの一部事務組合を代表するのは地方自治法上の長ではなく、管理者でありまして、管理者は

当該一部事務組合の事務全般について、統括する権限を有するということになっております。ま

た、組合議会の権限についても同法第96条（議決事件）以下の権限があることから、条例の制定、

改正、廃止、予算の決定、決算の認定等の議決権や、議長や副議長の選挙等の選挙権があります。 

 石岡地方斎場組合の規約第10条に正副管理者に関する定めがありますが、正副管理者会議を組

織し、その会議に付議する事項等は規定されておらず、また別の規則等においても定められては
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おりません。 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 市民部長 川島祐司君。 

［市民部長 川島祐司君登壇］ 

○市民部長（川島祐司君） 

 古橋議員の質問にお答え申し上げます。 

 第２点目の市の社会保障予算拡充の適正規模と国保算定ミスの責任についてお答えします。 

 まず、国民健康保険についてでありますが、ご承知のように近年の少子高齢化の進展や医療技

術の進歩など、さまざまな要因により、医療費は年々増加する一方であります。 

 国保会計における保険給付費について、過去５年間の決算数値では、平成18年度の25億8364万

円に対し、平成19年度で8.85％増の約28億920万円、後期高齢者の医療制度が施行された平成20

年度が、高齢者の給付費が除かれたにもかかわらず4.84％増の約27億874万円、平成21年が

11.92％増の約28億9165万円、平成22年度が17.79％増の約30億4337万円となっております。 

 平成18年度と22年度を比較しますと、国民健康保険事業に係る保険給付費は４億5972万円ほど

増加しております。また、市の医療保険事業費として実施している合計額、いわゆる平成18年度

当時は国民健康保険と老人保健、22年度は国民健康保険と後期高齢者保険に係る保険給付費であ

りますが、平成18年度が56億379万円、22年度が64億724万円となり、18年度に比べ８億345万円

の増となっており、医療保険事業に係る費用は増加傾向の一途をたどっているところであります。 

 一方、国民健康保険に係る現年度課税分の税収額については、平成18年度の13億181万円に対

し、19年度で5.88％増の13億7831万円、後期高齢者の医療制度が施行され、税率改正を行った平

成20年度が7.69％増の14億194万円、21年度が4.84％増の13億6478万円、税率引き下げを実施し

た22年度が4.45％減の12億4388万円となっております。 

 平成18年度と22年度を比較しますと、国民健康保険事業に係る国保税は5793万円減収となり、

これに22年度の後期高齢者保険料１億9353万円を合わせても、１億3560万円増というような状況

となっております。国においても新たな医療制度の創設に向けた見直しや、保険財政の安定化を

進めておりますが、新制度への移行につきましてはいまだ先行きは不透明となっております。 

 次に、医療福祉費事業についてでありますが、平成18年度から22年度の間において、事業に要

する経費は県補助分、市単独分を含めても、低額となった平成21年度の２億3651万円、高額とな

った平成18年度の２億6573万円、これら５年間の平均額２億5419万円というような所要額で推移

してきております。 

 一方で当該事業の歳入では、対象事業費のおおむね２分の１となる県医療福祉費補助金、それ

と医療費のうち、高額療養費に当たる高額療養費返納金など合わせると、おおむね総所要額の２

分の１程度が充当されているところであります。 

 次に、国民健康保険事業に係る会計実地検査の結果についてでありますが、去る平成21年12月

15日、当事業の平成16年度から平成20年度分について検査を受けたところ、平成19年度及び平成

20年度の実績報告等に不適切な箇所を指摘され、再算定の結果、厚生労働省へ交付変更申請書を

提出し、額の確定を受けた後、あわせて1220万4090円を返還したものであります。なお、上記返
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還相当額のうち、医療給付費分については社会保険診療報酬基金から本年10月20日、療養給付費

交付金を受領したところであり、今回の会計検査の指摘等を十分に踏まえ、今後の事務処理の上

では留意するよう指示したものであります。 

 以上であります。 

○副議長（中根光男君） 

 保健福祉部長 竹村 篤君。 

［保健福祉部長 竹村 篤君登壇］ 

○保健福祉部長（竹村 篤君） 

 古橋議員の質問にお答えします。 

 初めに、２点目の市の社会保障予算拡充の適正規模と国保算定ミスの責任についての中で、介

護保険さらには生活保護等への費用対効果というような内容についての質問にお答えいたします。 

 介護保険制度は、介護の必要な方を社会全体で支えるための制度となっておりまして、国や自

治体の負担金、さらには40歳以上の方が納める介護保険料が大きな財源となっているものでござ

います。社会全体で支えるという相互扶助制度になっているところでございます。 

 また生活保護につきましても生活困窮な方への扶助制度ということで、最近のデータで言いま

すと、10月現在では211世帯、258名が、今、若干昨年度に比べて増加傾向ということになってご

ざいます。ほとんどが高齢者世帯59.5％、６割近くが高齢者世帯、さらには傷病世帯が22.9、

23％ということで、ほとんどがそういう世帯になっているのが現状でございます。 

 続きまして、４点目の公益法人の利益と目的税による民間事業についての質問にお答えします。 

 公益法人は日本赤十字社、学校法人、社会福祉法人など、公益を目的とする事業を行っている

事業者のことを指しております。したがいまして、公益を目的とすることから、税の優遇措置等

はありますが、一般の民間会社と違いまして、設立及び運営に関しましてはそれぞれ指導監督基

準がございます。さらには会計基準がございます。 

 例えば社会福祉法人の場合は、社会福祉事業を行うことを目的として、社会福祉法第22条によ

り設立された法人を言いますが、障害者や高齢者などを対象とした福祉施設や介護施設、さらに

は保育園などを運営しているところでございます。市内におきましても保育所を初め、特別養護

老人ホームなどの福祉行政の一端を担っていただいているところでございます。 

 続きまして、７点目のシルバー人材センター契約終了後の民間事業者への複数年契約につきま

してお答えいたします。 

 一般に事務機のリース契約、建物管理契約などは、１年間だけでなく複数年の契約を結ぶこと

により、経費削減など有利な条件になることが少なくございません。実際の予算におきましては、

原則的には債務負担行為の議決を経なければ複数年の契約は結べませんが、平成16年に改正され

ました地方自治法施行令によりまして、条例を定めれば複数年の契約（長期継続契約）が可能に

なってございます。質問の複数年契約につきましては、一括して業務を委託するため入札が必要

なこと、年度がまたがった場合の業務の継続性を考慮し、条例に基づき２年間の長期継続契約と

したものでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 
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 土木部長 大川 博君。 

［土木部長 大川 博君登壇］ 

○土木部長（大川 博君） 

 ５点目の都市計画線上の建物補償の累積試算額、都市計画決定後の用地評価額推移と都市計画

路線分の用地買収の累積額について、算出額と市の考え方についてのご質問にお答えをいたしま

す。 

 まず、用地評価額推移についてですが、国土交通省が示しております地価公示をもとにお答え

をします。所在は中央出張所付近でございます。昭和49年は２万9300円。年々上昇し、平成４年

には９万4900円となり、この後下落傾向を示し、平成23年１月１日では３万8000円となっている

状況でございます。 

 次に、用地買収額の件ですが、前回の定例会でもお答えしましたように、整備済み面積を含め

た全体面積は約２万6142平方メートルであり99筆あります。その中で、買収済み面積は１万1323

平方メートルで39筆でございます。買収率は約43％。これまでに買収した金額は６億2659万7348

円であり、１平方メートル当たりにしますと５万5338円というようなことになっております。 

 今後の買収予定面積は１万4818平方メートルでございます。残りの用地取得額につきましては、

不動産鑑定をし、市の公有用地取得評価委員会での近隣の地価公示価格や路線価などを参考にし

て決定していくものでございますので、今の段階では具体的な用地買収額は示せません。 

 次に、建物補償の関係ですが、これまでに建物移転等の補償費支出額は8777万9385円となって

おります。現在都市計画決定された区域内で、都市計画法第53条により許可を受け建築された補

償対象物件は28軒でございます。物件補償につきましても、補償調査を行わないと具体的な補償

費は示せません。 

 このようなことから、今後は神立駅西口地区土地区画整理事業の進捗状況を見ながら、そして

土浦市と共同による整備スケジュールを立てていきたいと考えてございます。平成24年には測量

調査に入りながら、その後事業認可申請を行う中で、用地買収額や補償費を含めた全体事業費を

示していければと考えてございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 まず第１点目の法人市民税関係についてお伺いします。 

 ご答弁におきますと、信用保証を中心とした形の利子補給あたりであるかなと察するところな

んですけれども、私が先ほどの質問の趣旨で述べたとおり、法人に限らず、個人事業として従業

員の方をたくさんお雇いになっている方も含めての話なんですけれども、やはりこの景気が厳し

い雇用情勢の厳しい中で、大変なご努力をどちらの法人もされている。 

 そういった中で、これも先ほど申し上げたとおり、課税としても宅地課税ということで、一番

ランクの高い形で評価され、おのおの法人は何とか納期を守って納めているわけでございます。

雇用されている皆様の給与を何とか守りたいという、これは最低ラインでございます。さらに地

域の税金のほうも、法人税は赤字であれば納めない形になっておりますけれども、法人市民税は
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最低均等割りをベースにした支払いの義務があるというわけでございます。 

 この日本の復興に向かっていく中で、やはり市民それぞれの負担軽減も角度によっては重要で

ございますけれども、それとともにやはり法人にも活力を与えるということが、皆様も安心して

働いて給与を得られるということであります。私は今後総合計画の中に、まだ見直しが最後まで

固まったわけではございません。やはりかすみがうら市が地方交付税にお世話になりながらも成

長を目指す上では、具体的に法人の皆様にお示しできるような施策を設ける。金を借りるときだ

けの施策ではない形、これが必ずあるべきだと思います。 

 今、ＴＰＰということで、非常に農家の方がセンシティブになっている状況でございますけれ

ども、私はここであえて申し上げさせていただきますと、これまで農家の方にはたくさんの補助

があり、課税面でも先ほど述べましたとおり格段に田畑の評価額は小さいわけであります。法人

にとりましては、ＴＰＰは経済関係の団体を中心として推進したいという声のほうが多いように

見受けております。一次産業がかすみがうら市は多いという割合でございますけれども、先ほど

のような２億円という形で法人市民税を納めているわけでございます。その２億円丸々を法人企

業に還元しろというのではありません。利子補給以外に、何かお示しする意志はあるのか、まず

この点をお伺いしたいと存じます。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 現在のところ、進出企業等につきましては市の優遇策があることはご案内のとおりであります

が、既に立地している企業等につきましては、いわゆる借り入れ時の利子補給等が中心になって

いるというのは議員ご認識のとおりでありまして、とりあえず当面は現在の産業政策を踏襲して

いきたいと考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 宮嶋市長は特に一次産業を中心とした施策として、板橋区への出店を筆頭に、これまで行って

おりました。私は二次、三次産業にも同じような予算配分があってもよろしいのではないかとい

うことでお伺いしたいんですが、いかがでございましょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 先般、否決になりました板橋の多目的プラザでありますが、以前から申しておりますように、

板橋区への攻めというのは、農産物の直売事業というのは１つのきっかけでありまして、死んだ

子供の話になりますが、多目的プラザの目的書にもあるとおり、あれを拠点として誘客をしてい

きたい。その誘客というのは単にいわゆる農業関係だけの誘客ということではありませんで、い

わゆる第三次産業、いわゆるサービス業まで含めて、観光業も含めて、あるいは将来的にはシル

バー産業へのことも含めてというふうに位置づけておったわけでございますが、多目的プラザは

もうやらないということでありますから、それがだめになったわけでありますが、そういう姿勢
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だけは残しておきたいと思っております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 今のご答弁から察すると特段にないというところに感じるものでありますけれども、私は法人

の皆さん、工場用の土地にも緑地を設けなさいという形も、法令遵守した形の中でちゃんと設け

ている。にもかかわらず、緑地を設けながらも宅地課税されている。非常に本音厳しいところで

あります。それにまして、ヨーロッパからいつ何どきさらに押し寄せてくるかもしれない、この

非常に厳しい経済状況。 

 まずは基金と言っても法人が何かするには相当額な規模が必要ではありますけれども、私は何

かしら事業展開の中で、企画課の皆さんが単独斎場の計画ばかりに考えを費やして、人件費を費

やしてつくるのであれば、それと同等に企画課の皆さんが市内の法人企業のために、ひいては市

民の皆さんの雇用のために計画を設けるべきだと思いますけれども、いま一度こういった企画課

の皆さんを中心とした計画の素案づくり、プロジェクトチーム、そういったものについて市長は

どのようにお考えなのか、お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 企画課を中心としたというか、いわゆる商工業あるいは進出企業等に対する支援策と申します

か、それはいわゆる農業団体だけじゃなくて、手厚くしていきたいとは考えております。 

 現実に、商工会等の補助金につきましては現在2000万円でやっておりますが、農業団体等に対

する補助金というのは従来だんだん減らしてきまして、もう来年度ほとんどゼロになるはずだっ

たんでありますが、たまたま千代田農協が土浦農協に合併するということで、1000万円、今、お

願いしているところでございます。これは一時金でございまして、商工会は多年度にわたるもの

ですから、これは商工会のほうをゼロにするということは、今、考えておりませんので、来年度

は1500万円程度は商工会に対しても出していきたいと。来年度は農業団体に対する補助金はゼロ

になります。今年度は1000万円臨時的なものでございますから、今、そういう状況にあるわけで

す。 

 いわゆる商工業に対する助成でありますが、これも現在市の遊休農地の利用ということで、特

別にチームではないんですが、対象が遊休農地ということでありますから農林水産課内に便宜上

置いておりますが、市内の遊休農地である程度まとまった場所、あるいは遊休農地に限らず山林

等も対象に利用可能な土地を絶えずリストアップして調べております。それは私になりましてか

ら、農林水産課内にそういう部署をつくりまして絶えず物色しております。 

 一方で今の時期ですから、いろいろな企業のいわゆる製造工業的なものはほとんど引き合いが

ありません。しかしソーラーパネルを設置したりであるとか、あるいはトマト工場をつくりたい

とか、そういった話は今までもあったわけでありまして、そういったときに即対応できるような、

いわゆるトマト工場なんかは、農業と申しましてもいわゆる第六次産業的なものでありますから、

相当の雇用も生めるわけであります。今現実には、かつての単なる製造工業だけの製造工業は日
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本から逃げ出している状況でありますから、この状況の中で製造工業を市内に誘致するというの

はなかなか困難な状況ではありますが、絶えずそういうことも含めて、芽は絶やさないというふ

うに考え、そういうふうにしようと思っております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 この質問をこの場でさらに掘り下げても、なかなか市長はややスポット的な部分に偏っている

ご答弁もありますので、もっとどこのまちづくりの取り組み方にでもあるような王道、正統派な

企業の活性化をまずは講じるべきだと私は思うんですね。 

 東西には幹線道路も少ない当市の状況であったり、いまだに、今現在はやっておりますけれど

も、土浦千代田工業団地にようやく、今、水道を引いているような状況。さらには今回質問もし

ておりますけれども神立停車場線。いわばこの、昔で言えば停車場線と名づけているわけですか

ら産業道路であります。こういったものが既存の各法人に効率のよいものにつなげる、さらには

さきの質問でも私も質問しましたけれども、おおつ野にいろいろ開発が起きてくれば、それとそ

の恩恵もねらう。 

 そういったことで、かすみがうら市においては常磐自動車道があったり神立駅があったりしま

すが、いま一つこれの相乗効果というものが生み出せていない。私は正統派の地元企業の活性化

策をぜひ、企画課でなければなかなかマルチに検討することはできないと思いますので、単独火

葬場以上のプロジェクトチームを実行していただきたいと要望して、次の質問に移ります。 

 社会保障の予算でございますけれども、まず、これは突然申し上げた形の中で市民部長から答

弁がなかったんですけれども、国民健康保険、当市の状況というのは文教厚生委員会の中でもお

示ししていただきましたとおり、本算定の前あたりの月が非常にマイナスの数字が二億円半ばほ

どの赤となっているわけでございまして、これはさきの一般質問で、島田市長公室長が盛んにこ

こへの法定外繰り入れは２億円ちょっとだというふうに訴えられておりましたけれども、その金

額を超えてるんです。こういう実態。 

 私は今回も配布になっておりますけれども、例月出納検査、山内議員が監査委員でもあります

けれども、この結果報告異常なしというふうにいただいております。これは、この国保特別会計

が２億円以上もほかの会計からお金を借りているという状況、これは問題なしということをどう

いうふうに説明したのか。特にこの執行の中で出番の少ない会計管理者にお伺いしたいと思いま

すけれども、どういう形で説明をされたんでしょうか、お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 会計管理者 大塚 隆君。 

○会計管理者（大塚 隆君） 

 国民健康保険会計の歳計現金、月末残高が不足している、これに対する対応ということかと思

います。 

 これにつきましては、歳計現金は一般会計及び特別会計を含めて１つの預金口座で管理してお

りまして、国民健康保険特別会計がもしマイナスなるような場合には、一般会計からの会計間流

用という形で対応させていただいております。 



- 36 - 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 今の会計管理者の説明を聞くと特に全く問題のない運用だということなんですが、これはそう

いうことで、市長、よろしいんでしょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 問題はなかろうかと考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 問題あると思うんですけどね。一般会計の事業に回す金がそれだけ圧迫されるわけですよね。

さらには国民健康保険以外の加入者の方の財産も借りているわけです。そういう意味も含めて、

私は会計検査院の国保算定ミスということじゃなくて、この件に関してもミスであると私は指摘

したいところなんですが、こう申し上げても、問題はないというふうに市長はお考えですか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 何ら問題はないと考えております。これは本当に一時的なものでありまして、かつて以前、私

じゃなくて以前の市長でありますが、その時代、もう四、五年前になろうかと思いますが、膨大

な億円単位のお金を基金から一時取り崩してやってるというような運用をやってたわけですが、

それも法的には別に問題はないということでありまして、また戻せばいいわけですから、金庫の

中にあるお金がこっちへ行ったりあっちへ行ったりするのは、別に最終的につじつまが合ってい

れば何の問題もないと考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 今、市長の答弁ありましたけれども、部長さんの中で今の市長の答弁を根拠を持ってご説明で

きる方、いらっしゃいますか。お伺いします。市長公室長で結構です。 

○副議長（中根光男君） 

 市長公室長 島田昌男君。 

○市長公室長（島田昌男君） 

 ただいまの質問でございますけれども、市長の答弁と重複しますけれども、私どもの予算の中

でのそういう流用といいますか運用ということの中で、問題ないと考えております。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 
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 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 まあ、まずもってがっかりしたというところでありますけれども、いや、実態としてはなるか

もしれませんけれども、これはおかしいことじゃないですか。何の問題もないということはない

と思うんですけれども、私がここで聞いても宮嶋市長はもう答えたことを撤回をしないでしょう

から、先に進みたいと思います。 

 今後こういった形を是正するために、国保の財政調整基金等を設ける意志はおありなのかどう

か、市民部長でも結構でございます。どちらでも結構です。お伺いします。 

○副議長（中根光男君） 

 市民部長 川島祐司君。 

○市民部長（川島祐司君） 

 現在の国保会計の中で財政調整基金というのではなくて、通常ですと徴収した結果、支出に差

額が出た場合に、国保の基金を積み立てることができますので、単純に一定額を毎年積み立てて

というような形での、現在の収支の状況では難しいと考えておりますので、現時点では調整基金

を増やしていくのは難しいのかなととらえております。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 私は国保専用の財政調整基金ということで申し上げたんですけれども、いずれにしましてもな

かなか財源が厳しい中で、ましてや中学生以下の医療費無料ということまで、恒久的な社会保障

まで拡大しようとする流れは、私は非常に健全な運営というものに疑問・疑義が今回さらに重な

るところではあります。 

 今回中学生以下の医療費無料の再々提案をされておりますけれども、議案の中でお伺いしても

いいんですが、ここで１つお伺いしたいんですが、なぜ時限的なもの、予算の限りということで

まずは設計して、それが評判よければ恒久的なものにする。できそうであればやるという、そう

いう段階的なやり方があると思うんですけれども、なぜそういう恒久的に条例化しようというお

考えなんですか。いきなりでかい買い物をしようという前に、試験的に時限的なものをやったっ

てよろしいんじゃないですか。予算の限りでここでとめるとか、そういう社会保障も無理無駄の

ない運営だと思うんですが、いかがでしょうか、市長。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 今回お願いしております中学生以下の医療費の無料化議案でありますが、これは来年の７月か

らをめどに実際には実行したいと考えております。 

 段階的にという話もございますが、それは選択の問題でありまして、７月以降となりますと、

今の見通しだと所要額は4000万円程度になろうかと思いますが、私は十分来年度予算でそれは対

応できるというふうに踏んでおります。 
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 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 景気がよければ、それも考え方としてよいかもしれませんけれども、こういう経済情勢ですか

ら、先ほども申し上げたとおり、保護者の皆さんの財布は軽くなりますけれども、次世代の子供

たちのつけになるわけですよ。そのバランスというのは整える。これは役所の責務だと思うんで

すけれども、市長は既にもう提案されてますから、じゃあ、ここで考え直すというわけにいかな

いでしょうから、また先の質問にお伺いしたいと思います。 

 続きまして、３点目の財政に関する再質問をさせていただきます。 

 ご答弁の中は特段、骨抜きのような答弁だったという私の感想です。独自施策でやるって、独

自施策、どういう方向で独自施策をとってやっていくという、つかみどころもない、市長が掲げ

た選挙公約が柱になっているだけであって、市長が実際、選挙でこれも唱えられてた財政破たん、

人件費から１割削って、その４億円のうち１億円を財政の健全化に充てると漫画にかいてありま

したけれども、医療費無料化よりも私はそっちを一番取り組んでいただきたいと思うんですけれ

ども、その漫画にあった財政健全化のための１億円というのはどういうふうに組み込まれる予定

なんですか。ご説明お願いします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 人件費の今現在、私が就任時の人件費というのは三十八、九億円あったわけでありますが、そ

れを１割程度をめどに削減するということを申しておりました。そういう中で、いわゆる少しで

も健全化を図っていくと。そのために人件費だけではなくて、問題になっております石岡斎場等

についても、４億円ということになれば１億4000万円程度は浮いていくということになるわけで

あります。１億4000万円が全部浮くわけではないですが、特例債の適用部分もあるわけですから、

しかしそういった少しずつの積み重ねをきちんとやっていく。使うべきところには使っていくと、

先ほど午前中も教育予算については十分配慮するというような答弁を申しましたが、そういう必

要なところにはきちんと使っていくという財政運営を考えております。 

 また基金として積み上げるということも、これも大事かと思いますが、まずはその前に今回の

給与法案等についてご承認いただければ、そういうところにも回っていこうかと考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 私は事業所のあるじでもあるんですよ、市長。市長が、雇用主が従業員の給料を下げることば

かり旗振ってる。市長もご自身で会社を幾つかやられておりましたけれども、これはそういった

ことで従業員に示しがつくんですか。私は非常に疑問です。 

 実際、今、選挙当時のその38億円、この人件費はいろいろ職員の定員管理が計画以上に進んで

形の中で、今、現状として総額人件費何億円になっているか。総務部長、ご答弁お願いします。 
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○副議長（中根光男君） 

 総務部長 山口勝徑君。 

○総務部長（山口勝徑君） 

 現在、手持ちに資料がございませんので、後ほど、できれば文書にて報告したいと思いますの

で、ご理解をお願いしたいと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 具体的な数字は結構です。後ほどは結構ですので、じゃあ、再度お伺いしますけれども、市長

が当時掲げられていたその１割、既にもう３億8000万円以上は減っているというふうに私は耳に

入ってくるんですけれども、これは事実でしょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 総務部長 山口勝徑君。 

○総務部長（山口勝徑君） 

 大変申しわけございませんが、それを含めまして、後ほど文書にて回答申し上げたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

［「暫時休憩」と呼ぶ者あり］ 

○副議長（中根光男君） 

 暫時休憩いたします。 

休 憩  午後 ２時４７分 

──────────────── 

再 開  午後 ２時５７分 

○副議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 総務部長 山口勝徑君。 

○総務部長（山口勝徑君） 

 大変失礼いたしました。 

 それでは、先ほどのご質問に対するご答弁を申し上げたいと思います。 

 平成22年度が合計で39億3491万4000円、平成23年度、これは予算ベースでございますが37億

3126万7000円で、比較をいたしますと２億364万7000円の平成22年度と23年度とでは減というよ

うな形になっております。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 今、数字をるる答弁いただきましたけれども、市長がその漫画で勘定した形は、当時は市役所

の内部にいたわけでもございませんし、その計算の仕方がいま一つ整合性が見えませんので、今
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回、給与の条例を先に人勧分は可決しましたけれども、特例の分がありますので、その説明の中

でしっかりとした説明をしていただきたいということを要望します。 

 そしてこの財政の問題で再質問をまたさらにさせていただきますけれども、今、財政危機とい

うことで、海外においても市内においても市長が言うとおり、人件費をベースにした支出で苦し

むわけでございますけれども、歳入の面では市民の皆さん、国民の皆さんの所得のダウンが非常

に財源として苦しくなるわけでございますけれども、市長公室長にお伺いしますけれども、市民

税20億円、この変動に備えた具体策、先ほどのご答弁にもあった独自施策というのはどういった

ものが考えられるのでしょうか。お伺いします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長公室長 島田昌男君。 

○市長公室長（島田昌男君） 

 市民税につきまして、厳しい状況の中で歳入の減ということは見られるかと思います。独自政

策ということでございますけれども、独自政策については特に考えておりません。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 じゃあ、さらにお伺いしますけれども、市長は肝入りで事業仕分けされてますけれども、今後

何かこの事業仕分けをしたこと、これは独自でやったと思うんですけれども、具体的な対応、今

後何かどういうふうに総括されてるんですか。ご答弁を簡潔にお願いします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 事業仕分けの報告書が先般上がってまいりました。これは結構厚いものですが、この報告書で

一人一人の仕訳け人の方がいろいろ言ってくれた意見等も細かく入っておりますので、それを、

今、じっくり読みながら、車の中に置いたりして合間に読んでいるところでございます。そして

これを来年度の予算策定等には使っていきたいと思います。 

 ちなみに申しますが、つい先般、補助金審議会のほうの報告書もいただきましたので、それも

あわせて事業また補助金、それもあわせてよく精査をして、来年度の予算にぜひ反映させたいと

考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 市長はいろいろご多用でしょうから、細かい点は市長公室に財政課というところもあるわけで

すから、そういったものに仕事をさせるべきではないかというふうに思う次第でございます。 

 ほかに、我々議会としても決算委員会であったり監査委員としても決算審査を行っているわけ

でございます。先ほど事業仕分けと補助金審議会ということで、市長の肝入りの会合だけをご答

弁されておりましたけれども、我々の決算委員会、監査委員の決算審査、これらはかすみがうら

市にとりましてどういう位置づけなんですか。お伺いいたします。 
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○５番（古橋智樹君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 議会のほうは議会のほうできっちりと精査をしていただきたいと思います。 

 私が全部予算書をつくるような印象にとられたとすれば、それはもちろん担当課がおりますの

で、担当部課できちんとやってはおりますが、私も一緒に、それを執務中ずっとそれを見て過ご

すということはありませんので、車の中に置いたり何かして合間に見て、概略の流れをつかんで

いるという状況を申しただけでございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 私もこの質問を毎回毎回消極的な思いでやりたくもないので、宮嶋市長が選挙のときに掲げら

れていたかすみがうら市は破たんするんだ、今にも破たんするんだというのは、これはその場の

勢いで言ったということで理解してよろしいんでしょうか。お願いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 まさにこのままやっていけば、かすみがうら市が破たんする前に国が破たんします。それが本

当に国債を買っている人たちの心理だけでありますから、いつ本当に破たんするか、もうあした

なのか３年先なのかは、これは神のみぞ知るで、そういうことだろうと思います。 

 そうすると、かすみがうら市はその国から、国の保証で毎年赤字分を臨時財政対策債というこ

とでもう既に50億円も積み上がっているわけですから、これは国が破たんすればそれが来ないん

ですから、うちのほうも連鎖で破産すると。もうこれは自明の理であります。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 ここで言い合いをしても、市長はご自身の選挙公約が何といっても第一でしょうから、先ほど

来指摘させていただいているような会計間の問題のない金のやり取りとか、人件費が給与等の削

減を図っている中で現状がどうなのかを把握していない。こういうものを是正していただきたい

と要請いたします。 

 続きまして、４点目の公益法人の利益等目的税による民間事業について質問させていただきま

す。 

 昨日、一般質問の中で、老健についての市長の考え方がありましたけれども、こういったもの

は本来は審議会にちゃんと諮問するべき市長の責任があったと思うんですけれども、なぜそうい

ったお考えを持ちながら諮問しなかったんですか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

［古橋議員「老健施設について、きのう佐藤さんに答弁しましたよね。
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介護保険。介護保険第５期の事業計画の審議会をやりましたよね。諮

問しましたよね。なぜその中にそういった考え方を諮問させなかった

んですか」と呼ぶ］ 

○市長（宮嶋光昭君） 

 第５期の計画書の策定に当たっては、最終段階で報告を受けたわけでございます。 

［古橋議員「諮問するのがまず一番でしょう」と呼ぶ］ 

○市長（宮嶋光昭君） 

 いや、諮問ではなくて、策定計画をつくってるわけです。策定計画というか、要するに第５期

の福祉計画を担当課でつくってるわけです。諮問とかそういうことじゃなくてつくってるわけで

す。つくってる中で大体になったので報告したいということで、報告を受けたわけです。 

 その報告の中で、私がいわゆる、今、増床計画のある業者が、具体的に聞いてるのは２社ある

わけです。その２社について、今のままいわゆる介護保険の算定に考慮に入れないと、県のほう

はまずいと言っているわけです。制度上のそういう問題があるので、今、そこの部分を私が県に

行ってかけ合うからとまで言って保留になっております。そういう状況です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 では、私は委員会の中で次の第６次に反映させてほしいと言いましたけれども、市長がそこま

でおっしゃるんだったら、別の形でちゃんと諮問を諮って、そのあり方を緊急にまとめていただ

きたいということを要望いたします。 

 それから、続いて次の質問に移りたいと思います。神立停車場線に移りたいと思います。 

［発言する者あり］ 

○副議長（中根光男君） 

 保健福祉部長 竹村 篤君。 

○保健福祉部長（竹村 篤君） 

 先ほど市長が答弁した件でちょっと補足と言いますか、ちょっと訂正させていただきたいとこ

ろがございます。 

 現在第５期介護保険事業計画は策定審議会に審議をお願いしているところで、先般その内容を

現況を市長の報告したということで、まだ現在決定されておりませんので、その辺はご理解願い

たいと思います。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 では、まだコンサルティング業者のほう、納品ということではないんでしょうから、至急その

コンサルティングの業者に市長の考え方もぜひ諮問するように、市長が指示すべきだと思います。 

 続いて、神立停車場線について再質問をさせていただきます。 

 私が先般、神立は土浦市と隣接した地区でございますので、かすみがうら市の神立ということ
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では本来ございません。神立停車場線が私としては何としても税収を上げて自主財源をより安定

を図っていただきたいということで、私は質問させていただいております。 

 そのためにも、隣接市、土浦市さんとの共同の足並みをそろえて進めたいという土木部長の答

弁がありましたけれども、路線の名前が、私、正確に合っているかどうか申しわけないんですが、

木田余真鍋線ですか。千代田ショッピングセンターに神立球場からつながるという計画路線があ

りますけれども、私は向こうの都市整備の部長さん、東郷さんに、いろいろ私も地元の方からそ

っちの計画どうなってるんだということで私に質問がありましたので、直接電話する機会がたま

たまあったものですからお伺いしましたら、次年度には何とか用地調査の費用を取りたいという

ところまでということなんですけれども、その辺の足並みというのは、接続する神立停車場線、

私は合せるべきだと思うんですけれども、この点についてはいかがでしょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 土木部長 大川 博君。 

○土木部長（大川 博君） 

 土浦市の部長さんとは、神立駅西口地区土地区画整理事業も一緒に検討している間ですので、

その辺の話も徐々にしている状況でございます。その辺の突き合せをしながら進めていければと

思っております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 土浦の東郷さんは、次期予算、来年度には調査費用を組みたいというお考えですので、先ほど

の部長ですと測量ということで、一歩手前の段階ですので、ぜひそのあたりは相乗効果が得られ

るようなタイミングを見て、私は足並みをそろえるようにしていただきたいと要望いたします。 

 １点、この質問、補償概算ということで、答弁しがたいというような先ほどの大川部長のご答

弁でしたけれども、前の市長のときにショッピングセンターのわき200メートルほどをやったわ

けですが、そのときに建物の補償、特に計画路線上にはアパートですね。６世帯前後のアパート

が何棟も建っているわけでございますけれども、それはその200メートル区間の中に、建物とし

ては古かったとは思うんですが、それがおおむね幾らぐらいの実績であったということで、もし

把握していることがございましたらご答弁お願いします。 

○副議長（中根光男君） 

 土木部長 大川 博君。 

○土木部長（大川 博君） 

 6700万円程度だと記憶してございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 その金額から、私が頭の中に残っているその建物がそんなに補償がかかったのかと思ってびっ

くりするところです。それがもう、今、計画路線に20棟以上ですか。 

［「28」と呼ぶ者あり］ 
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○５番（古橋智樹君） 

 28棟ですね。それを勘定したら、それだけでも非常に大きい予算になってくるわけですけれど

も、この財源を市長は総合計画の後期の中に掲げておられますけれども、どのようにお考えなの

か。この神立停車場線の財源、神立駅前とは別にお考えいただいて、この財源をどうするのかお

伺いしたいと存じます。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 神立停車場線については、これはかなり以前からの計画でありまして、長年放置してきたため

に、今、そこの上に民間の施設が建っちゃっているというようなことも聞いておりますし、非常

に今後事業を進めていくのは困難ではなかろうかと思います。しかし、いずれ前向きにできると

ころからやっていかなくてはなりませんし、起債等もしながらやっていくということであります

から、一方節約するものはもう絶対に節約しなければならないと考えております。そういうとこ

ろで財源をねん出してくるしかないのではないかと思います。 

 それともう一つは、やはりあそこの神立地区の再整備については、やはり長期的には、もう、

今、かすみがうら市の単独で市としてやっていくというのは非常に困難になっていると思います。

ますますこの先困難になると思います。そういうことを考えれば、やはり大きい都市構造の中で

やっていく必要があると思います。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 今ある予算の中からねん出してということですが、それであっては何年たっても通せないのか

なと思えてしまうんですけれども、市長はたまには汚れ役になって都市計画税を初めとした形を

考えるとか、そのぐらいのまちづくりの決意というものも、私はやはり検討すべきかなと思いま

す。 

 しかしながら、市街化区域は当市の全体から見れば非常に課税が高い現況であります。そうい

た部分を十分配慮して、最終的にはその地区の皆さんに一番受益者として還元があるんだという

ようなことを説明するのも市長の仕事だと考えておりますので、火葬場や医療費の中学生以下の

無料などと同等に、そういった責務も果たしていただきたいということを要請いたします。 

 続きまして、第６点目の市長の新盆の見舞いの謝罪、公選法違反の認知ということで、先ほど

のご答弁で公選法違反の認知であるというふうにご答弁いただきました。 

 ここで総務部長にお伺いしたいんですが、仮に職員が同等の形で書類送検された場合、職員は

どういう処分を受けられるんですか。お伺いします。 

○副議長（中根光男君） 

 総務部長 山口勝徑君。 

○総務部長（山口勝徑君） 

 まず、そういった事実関係を確認しまして、その事実関係が確かであるということであれば、

それなりの委員会がございますので、その委員会の中で判断をするというような形になると思い
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ます。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 私は今回、特にそういうことで、市長、こういう流れに至った中には、私は特に面識もない家

庭に見舞い品まで置いていった。これはどう考えても買収意識です。私はなぜそこで線香だけを

上げて、ご焼香を上げて帰ることができなかったということを先般も聞きましたけれども、それ

がなぜできなかったのかということを再質問させていただきます。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 私どもの地方では長年の習慣で、お線香参りに行くときは、お線香を本当に先方のお線香を使

わせていただくわけでありますから、お線香代、香料という形で現金をお持ちするのが通例でご

ざいます。 

 訪問したお宅が面識のない家だったということでありますが、私は一方でその当時の認識とし

ましては、いわゆる市を代表して弔意をあらわすという必要があるのではなかろうかという意味

合いで行ったわけであります。しかしその公費でやれば、公費でかすみがうら市長ということで

敬老祝い金みたいな形で持っていけば、それは合法であるということを後で知ったわけでありま

すが、従来、私はかつて出島村長時代も含めて、周りの仲間もそうでありますが、いわゆる公費

でやるという感覚はあまりないわけであります。いわゆる公費で、そういうものに公費を使わせ

ていただくということは、かえって何かやましいというか、おこがましいというか、そういう意

識をどうしても持っておりました。ですからついつい私費を使ってやってしまったわけでありま

すが、これは今後は違法であるということでありますから、仮に市を代表してという気持ちがあ

ったとしても、今後は別な形でそういう弔意をあらわしたいと考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 我々も含めて、有権者に向かって新年のあいさつはできないとか、そういう規定もありますか

ら、先ほどの国民健康保険に２億円の金の資金繰りを充てて、何の問題もないという答弁を平然

と部長にもさせる。こういう部分も含めて、もう一度、いま一度、法令遵守の理念も含めてよく

お考えいただきたいと申し上げておきます。 

 続きまして、シルバー人材センターの複数年契約について再質問しますけれども、先ほど保健

福祉部長の答弁では、円滑な事務運営と金額をちょっとでも下げることが、複数年契約の特段の

理由だというようなことがありましたけれども、それをおっしゃったら、市全般の全体の契約の

あり方、単年度で予算議決をしてそれからやっていると、私は崩れ過ぎるのではないかと思うん

ですけれども、なぜ非常にこのあじさい館だけに絞った特段の形があるという、非常に私は疑義

を感じるところであります。 
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 そこで１点お伺いします。この最終的に入札で落札されました高橋興業さん、高橋興業さんと

宮嶋市長は何か以前よりおつき合いはあったんでしょうか。お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 高橋興業は結構大きい会社でありますから、私はもう30年以上前になりますが、高橋興業の当

時専務だったかと思うんですが、30数年前にＪＣでお知り合いになって、それ以来高橋興業とい

う名前は存じております。ただ、その当時の専務は辞めまして、今はリタイアなさっていると。

ただ、おつき合いはもうずっと途絶えておりまして、その方が、今、どこにいるかも存じ上げて

おりません。 

 ただ、私の娘がつくばのほうに嫁いでおるものですから、そこのおやじが市会議員をしており

ます。その市会議員の選挙のときに知り合いまして、ここにもいらっしゃる栗山議員の選挙のと

き、あるいは私の選挙のときに、そういうご縁でお願いをしたことがございます。そういったご

縁でございます。 

 しかし契約上について特別の関係はございませんで、それはもうお知り合いの業者は、私はそ

のほかにいっぱいいます。結構土浦の業者とかササキさんも知ってますしヤマモトさんも知って

ますし、私は以前そういう業界に身を置いたことがありますから、いろいろな業者を知っており

ます。市内の業者はもちろんでありますし、そういう特に知っている業者のうちの１人であると

いうご認識を持っていただければよろしいかと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 そこでさらにお伺いしますけれども、シルバー人材センターに所属されてあじさい館で仕事を

された方々を、高橋興業さんにあっ旋というべきかどうか、紹介したという経緯。これはどのよ

うなルートで、どなたがそういう話を持ち掛けたのでしょうか。時間が迫っておりますので、簡

潔にお願いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 高橋興業さんの名前は、今回出てきたのは、実は私が就任いたしましてすぐ、以前ここの千代

田町当時の町会議員をなさっていた佐藤昌廣さん、この方は今現在阿見のほうへ週３回テニスを

教えに行っていらっしゃるそうであります。佐藤さんが見えまして、かすみがうら市のグラウン

ドのいろいろな管理はどうなってるんだと。もう阿見のコートは全然違うよということを言われ

ました。その阿見のコートはどういう管理をしているのかということも教えてくれまして、そこ

が高橋興業がやっていることも担当が聞いたわけでございます。当時小松君が聞いたわけです。 

 そういうこともありまして、私は別に高橋興業に特にこだわっているわけではありませんが、

いわゆるそういうたぐいの業者はいるだろうと。だからそういう業者二、三社から見積もりをと

ってみなということを担当に申しまして、多分３社ぐらいの見積もりをとったかと思うんですが、
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その中にたまたま高橋興業も入っていたということであります。そのたまたまというのは、そう

いう経過があったので、そのこともあわせて話してありますので、自然な流れの中でそうなった

のかと思います。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 私はこの複数年契約の判断は、特に部長が中心になってやったというふうに説明をいただいて

おります。そうすると、市長はあじさい館の担当者に、どこか見積もりをとってみろというだけ

の話にとどまったということの今のご答弁というふうに理解してよろしいですか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 全くそのとおりでありまして、その当時はというか、見積もりをとれと言ったのは、高橋興業

からとれということは言ったかどうかちょっと覚えてないんですが、いずれにしても高橋興業が

阿見をやっていると。阿見を見てきなということで見に行かせたような経過もございます。で、

その結果ということでございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 シルバー人材センターの契約終了、これはいつどなたが契約は終わりなんだということをお伝

えしたんですか、お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 保健福祉部長 竹村 篤君。 

○保健福祉部長（竹村 篤君） 

 質問の内容は、本年度前半６カ月の契約で終わりだと話をどのように判断したかということか

と思います。 

 この内容につきましては、昨年度中に市長より民間に一括委託を検討という指示を受けており

ます。そういうことで平成22年度と平成23年度の事業の継続性というか、管理業務を１日も切ら

すことはできないということもありまして、平成23年度前半上期６カ月は従前どおりの契約とい

う形で、昨年度中に私のほうで判断したところでございます。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 シルバー人材センターさんにはいつどなたが契約終了を伝えたんですか。 

○副議長（中根光男君） 

 保健福祉部長 竹村 篤君。 

○保健福祉部長（竹村 篤君） 
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 実際にシルバー人材に伝えたのは、見積もりを取ったのは３月当初ぐらいかと記憶してござい

ます。その時点で説明してございます。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 このあじさい館の、新たに認可事業の発注をした入札の告示の日と、告示の周知をどれぐらい

の期間おいたかというのを総務部長にお伺いしたい。 

○副議長（中根光男君） 

 総務部長 山口勝徑君。 

○総務部長（山口勝徑君） 

 あじさい館の管理業務一括の委託の告示日ということでございますが、８月15日でございます。

それと入札が８月25日でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 たしか私は８社参加したとお伺いしておりますけれども、10日間で８社、しかもこの時点で複

数年契約ということで、検査管財課のほうでは説明したんでしょうか。お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 総務部長 山口勝徑君。 

○総務部長（山口勝徑君） 

 私の手持ちの資料によりますと、指名競争入札ということでございます。指名したのが７社で

ございます。また、指名の業者の複数年というようなことでございますが、仕様書等によりまし

てそういったことを伝えてあると思っております。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 すると、見積もりの段階で１年半ということでございましょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 保健福祉部長 竹村 篤君。 

○保健福祉部長（竹村 篤君） 

 長期継続契約という、これは管財との協議の中でそういう事業の継続性というのを考慮して、

２年間という判断をいたしました。そのときに、ということで24カ月という資料を私のほうで作

成したものでございます。 

 以上です。 

○副議長（中根光男君） 
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 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 あじさい館の運用ですね。シルバー人材センターさんが長年やってきた形、これを公式の会議

で市長の命を受けて正式な会議を設けたのか、それとも市長の命令ということだけで実行された

のか、お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 保健福祉部長 竹村 篤君。 

○保健福祉部長（竹村 篤君） 

 この内容につきましては予算範囲内ということ、その辺は市長とも十分協議した中で、内部的

には公式の会議といいますか、部内の判断で、私のほうの判断で市長と協議しまして実施、契約

したという経過でございます。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 この８月に告示したということですが、その前後、それから９月の補正予算の中で、担当部か

らは長年勤めてきたシルバー人材センターさん、ここから変わるというような説明は、予算の説

明の中で１つもなかったんですね。私がそこに新しい人件費を取ってアルバイトを雇うんだとい

う中で、私は非常にその答弁から隠してる部分があるなという印象を、私はその会議の中で不思

議に思ったことがあります。震災のときの３月の中でも、本来であれば、そういう計画があれば

説明を私はもらうべきだったところなんですが、震災を挟んだ関係でそのあたりまで調査できな

かったことは、非常に私は残念に思っております。 

 時間がありませんので、次の８点目をお伺いしたいと存じます。 

 先ほど地方自治法の根拠をもとに、管理者、正管理者が権限をお持ちだということで、市長は

よく市長の権限ということで、議会の議決とは相反して市政の運営を強行されることもあります。

宮嶋市長は副管理者の立場で、根拠は、権限的には自治法で担保されてないんですけれども、そ

れでいて、私は応じてくれる石岡の市長、小美玉の市長の懐の広さに市長らしさを非常に感じる

ところなんですけれども、ふだん市長権限を行使されているわりには、石岡地方斎場、副管理者

という正式な形の権限はないんですけれども、そこら辺の立場でありながら、２人の市長さんが

話に応じてくれている。ここら辺に宮嶋市長が人間として心の痛みというのがあるのかないのか、

お伺いいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 制度論になりますが、いわゆる自治法上は一部事務組合もいわゆる個別の自治体も同じ扱いに

なっております。ただ、一部事務組合の管理者とこの副管理者のうち、副管理者は３人いるわけ

ですが、石岡の副市長も入っております。石岡の副市長も同じ副管理者ですが、石岡の副市長と

私と小美玉市長である島田、一部事務組合では副管理者になりますが、これは根本的に違います。 

 何で違うかというと、おのおのの自治体の支出権を持っておりますから、ここの一部事務組合
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の財布は、いわゆる管理者といえどもおのおのの自治体には影響が及ばないわけです。ですから、

いわゆる同じ副管理者でありながら、田口副管理者との違いはここにあるわけです。それが、こ

の一部事務組合の運営上の難しさになっているわけであります。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 そういたしますと、先般、市長は新治広域の事務局長の選任を新たにされましたけれども、こ

ういったことで土浦市と石岡市の副管理者の皆さんに、公式に人選は同意をいただいているんで

しょうか。お伺いをいたします。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 これは支出を伴わないものであります。伴わないというと人件費、給料を払うわけですから、

伴わないというと語弊がありますが、いわゆる人事権の行使でありますが、これはお互いに、例

えば斎場組合にしても湖北環境にしても新治広域にしても、それぞれの管理者が専権的にやって

おりまして、新治広域については私は報告はしません。湖北環境については報告も受けません。

ただ、次の会議のときや何かに新しいこういう活動だよと、あるいは会計管理者が来たよと、そ

れは紹介はされますが、そういう慣例はございません。したがって、それで何の不都合もないと

いうふうに私は考えております。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 今の宮嶋市長の答弁からすると、我々議会が医療福祉費の否決をした。それに対しての第222

条の１件のコメント、コンプライアンスという根幹的な考え方からすると、私はあべこべだと思

うんですけれども、いかがでしょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 同じ自治法でありますが、222条は、繰り返しますがいわゆる規範法というやつで、いわゆる

12月の議会にできもしないと明確に認められるような、将来の債務負担が生じるようなことを議

決するということが禁じられているというふうに私は思います。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 いずれにしましても、その解釈は市長とこちらの議会は違うのかもしれませんけれども、いず

れにしても我々としても根拠に基づいて判断をしているわけです。先ほど市長が言われた財布の

かぎを持っているというふうに、同じような解釈をいただいてもよろしいかと思います。 

 そういったことから、その市町村間であったり、この議会であったり、それはやはりお互いを
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尊重するという思いがあって、最終的に意志が決定されたり否決されたりするわけでございます。

私は市長がそういった先ほどの答弁でご判断されてやっているということは、言葉で端的に言え

ば職権乱用だというふうに思うんですけれども、ご自身として、その市長の権限を振り回してい

るという意識は毛頭ないということでしょうか。 

○副議長（中根光男君） 

 市長 宮嶋光昭君。 

○市長（宮嶋光昭君） 

 残念ながら、毛頭ありません。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君。 

○５番（古橋智樹君） 

 以上で終わります。 

○副議長（中根光男君） 

 ５番 古橋智樹君の一般質問を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

日程第 ２ 休会について 

○副議長（中根光男君） 

 日程第２ 休会についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 あす12月３日から４日までの２日間を休会にいたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ声あり］ 

○副議長（中根光男君） 

 ご異議なしと認め、さよう決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次回は、12月５日午前10時から引き続き一般質問を行います。 

 本日は、これにて散会します。 

 ご苦労さまでした。 

 

散 会  午後 ３時４５分 

 


